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就
任
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
方
に
一
言
御

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
か
ら
首
席
師
範
を
拝
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
前
・
杉
浦
初
久
二
首
席
師
範
の
基

本
理
念
を
継
承
し
、
指
導
に
当
た
る
所
信
で
す
。

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
５
月
、
故
・
富
名

腰
義
珍
（
１
８
６
８
〜
１
９
５
７
）
最
高
師
範

が
、
文
部
省
主
催
に
よ
る
第
一
回
体
育
展
覧
会

（
お
茶
の
水
・
教
育
博
物
館
）
に
て
、
初
め
て

「
唐
手
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
空
手
技
術
の
原
理
を
通
じ
て
、

「
空
手
道
」
の
体
系
を
確
立
し
、
そ
の
練
習
を
通

じ
て
、
人
間
淘
汰
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
努
力
目

標
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
富
名
腰
最
高
師
範
は
１
９
２
９
年
に

「
空
」
の
意
義
と
し
て
、「
空
手
は
徒
手
空
拳
を
以

て
、
身
を
護
り
、
敵
を
防
ぐ
術
で
あ
る
。
空
手
を

学
ぶ
者
は
、
明
鏡
の
物
を
映
す
が
如
く
、
空
谷
の

声
を
伝
う
る
が
如
く
、
我
意
邪
念
を
去
り
、
常
に

内
に
謙
虚
心
を
養
い
、
外
に
温
和
の
態
度
を
忘
れ

て
は
な
ら
ぬ
。
空
手
は
一
功
武
術
の
根
本
で
あ
る
」

と
述
べ
て
お
り
、
指
導
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
空
手
の
歴
史
は
約
90
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
試
合
形
式
が
昭
和
32
年
に
導
入
さ
れ
て

以
来
、
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
、
全
世
界
で
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
は
こ
の
50
年
間
、
日
夜
鍛
錬
し
、
研
究

を
重
ね
、
今
日
の
空
手
道
を
築
き
上
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

形
・
組
手
・
ま
た
突
き
・
打
・
受
・
立
ち
方

…
ど
れ
を
取
っ
て
も
、
理
論
的
に
も
、
技
術
的
に

も
、
欠
点
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

空
手
の
本
質
が
「
極
」
で
あ
り
、
最
大
限
の

衝
撃
力
を
、
自
ら
の
意
思
力
に
よ
っ
て
、
発
揮

し
、
相
手
の
急
所
へ
と
極
め
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
で
あ
り
、
正
し

い
フ
ォ
ー
ム
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
高
い

バ
ラ
ン
ス
、
安
定
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

身
体
の
持
つ
運
動
量
を
短
時
間
に
集
中
で
き

る
よ
う
に
、
稽
古
を
通
し
て
、
鍛
錬
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

空
手
の
指
導
理
論
お
よ
び
技
能
、
技
術
は
飛

躍
的
に
発
展
し
て
い
ま
す
が
、
今
一
度
原
点
に

戻
り
、「
極
」
を
科
学
的
・
理
論
的
に
探
究
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
の
こ
れ
か
ら
５
年
間
の
目
標
は
、
根

に
戻
る
こ
と
で
す
。

会
員
の
皆
様
に
も
、
空
手
協
会
の
理
念
の
も

と
、
基
本
・
組
手
・
形
の
一
体
化
が
必
要
で
あ

り
、
形
に
お
い
て
も
、
正
し
い
基
本
技
が
基
に

あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

現
代
社
会
の
世
相
を
考
え
た
場
合
、
物
質
文

明
が
想
像
以
上
に
発
展
し
、
不
自
由
の
な
い
社

会
に
成
熟
し
て
い
ま
す
が
、
精
神
的
に
は
モ
ラ

ル
の
低
下
が
見
ら
れ
、
温
故
知
新
の
気
風
を
必

要
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

空
手
道
に
よ
る
人
間
形
成
を
重
視
、
育
成
す

る
場
合
、「
知
育
」「
徳
育
」「
体
育
」
三
位
一
体
の

教
育
が
必
要
条
件
で
あ
り
、
そ
の
中
で
礼
儀
を

重
ん
ず
る
態
度
が
醸
成
さ
れ
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
日
本
空
手
協
会
が

”
空
手
の

原
点
“
を
見
つ
め
、
正
し
い
路
を
歩
ん
で
い
け

る
よ
う
、
自
ら
を
律
し
、
一
身
を
投
げ
出
し
、

首
席
師
範
の
職
責
を
果
た
す
覚
悟
で
す
。

会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
者
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社団法人日本空手協会

首席師範植木政明
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第
53
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

第
53
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
会
場
●
東
京
体
育
館
　

主
催
●
社
団
法
人
日
本
空
手
協
会

会
場
●
東
京
体
育
館
　

主
催
●
社
団
法
人
日
本
空
手
協
会

形
は
栗
原
一
晃
が
連
覇
（
4
回
目
） 

大
島
望
が
2
年
ぶ
り
3
回
目
の
優
勝
！ 

組
手
は
男
女
と
も
初
優
勝
！ 

根
本
敬
介
（
指
定
）、田
邊
梨
加
子
（
直
轄
団
体
） 

形
は
栗
原
一
晃
が
連
覇
（
4
回
目
） 

大
島
望
が
2
年
ぶ
り
3
回
目
の
優
勝
！ 

組
手
は
男
女
と
も
初
優
勝
！ 

根
本
敬
介
（
指
定
）、田
邊
梨
加
子
（
直
轄
団
体
） 

報

特

会

大去
る
６
月
26
〜
27
日
、
東
京
体
育
館
に
お
い
て
、
社
団
法
人
日
本
空
手
協
会
主
催
の
第
53
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、

二
日
間
に
渡
り
、
一
本
勝
負
の
熱
き
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

１
１
４
名
が
参
加
し
た
個
人
戦
男
子
組
手
。

注
目
は
、
連
覇
を
狙
う
猪
越
悠
介
（
指
定
）。
初

戦
で
第
51
〜
52
回
３
位
の
岡
田
泰
典
（
茨
木
）
を
再

延
長
の
末
、
引
き
込
み
上
段
突
き
で
退
け
る
。

し
か
し
、「
調
子
は
今
ひ
と
つ
」
と
語
っ
た
通
り
、

ベ
ス
ト
16
で
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
セ
ル
ト
ン
（
直
轄
団

体
）
に
上
段
突
き
を
連
続
で
極
め
ら
れ
、
敗
退
。

前
大
会
王
者
を
破
り
、
勢
い
に
乗
っ
た
リ
チ
ャ
ー

ド
は
、
準
々
決
勝
で
藤
井
康
弘
（
青
森
）
に
足
払
い

か
ら
上
段
突
き
を
極
め
、
一
本
勝
。
準
決
勝
進
出
を

決
め
た
。

リ
チ
ャ
ー
ド
を
準
決
勝
で
待
ち
受
け
て
い
た
の

は
、
根
本
敬
介
（
総
本
部
）。

準
々
決
勝
は
、
栗
原
一
晃
（
総
本
部
）
に
対
し
、

逆
突
き
で
技
有
り
を
奪
い
、
初
の
準
決
勝
進
出
を
決

め
た
。

粂
田
が
会
場
を
沸
か
せ
る

反
対
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
大
隈
広
一
郎
（
本
部

上／男子組手決勝戦、根本敬介が同じ年齢（1980年
生）である志水亮介に足払いからの上段突きを極め、
一本。

右
／
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
セ
ル
ト
ン
（
直
轄
団
体
）
が
猪
越
悠

介
（
指
定
）
の
連
覇
を
阻
む
。

右／今野慶貴（指
定）に上段突きを
極める燃える男・
大隈広一郎（本部
推薦）。

準々決勝、前試合で上段廻し蹴りを開始5秒で極めた
栗原一晃（写真右）と根本が対戦。

左／絶妙な間合いで相手
を封じ込めてきた尾方弘
二（指定）の間隙を見逃
さず、上段突きを極めた
粂田が準決勝へ。

上／絶妙な間合いで相手を封じ込める熟練の
匠・尾方弘二（指定・写真左）

男
子
個
人
組
手

根
本
敬
介
と
志
水
亮
介
が
決
勝
へ
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推
薦
）
が
、
東
日
本
実
業
団
の
重
量
級
王
者
・
重
江

賞
誉
（
東
京
）、
数
多
く
の
大
会
で
優
勝
経
験
を
持

つ
今
野
慶
貴
（
指
定
）
を
次
々
と
破
り
、
準
々
決
勝

へ
。対

戦
相
手
は
、
第
49
、
51
回
大
会
の
王
者
・
志
水

亮
介
（
指
定
）。
志
水
が
中
段
突
き
で
先
制
す
る
と
、

大
隈
も
負
け
じ
と
中
段
蹴
り
で
技
有
り
を
奪
い
返

す
。
し
か
し
、
最
後
は
志
水
の
中
段
突
き
が
大
隈
に

突
き
刺
さ
り
、
勝
負
有
り
。

志
水
の
準
決
勝
の
相
手
は
、
昨
年
２
位
の
粂
田
力

（
指
定
）。
ベ
ス
ト
16
で
忠
鉢
考
治
（
本
部
推
薦
）
を

退
け
る
と
、
準
々
決
勝
で
は
第
46
、
48
回
で
優
勝
し

た
尾
方
弘
二
（
指
定
）
の
一
瞬
の
隙
を
切
り
裂
い
て
、

上
段
突
き
を
叩
き
込
み
、
一
本
勝
ち
し
た
。

志
水
、
雪
辱
を
果
た
し
、
決
勝
へ

準
決
勝
第
一
試
合
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
セ
ル
ト

ン
VS
根
本
敬
介
。

試
合
開
始
早
々
、
根
本
が
リ
チ
ャ
ー
ド
の
左
上
段

突
き
に
合
わ
せ
て
、
右
中
段
逆
突
き
を
極
め
て
、
技

有
り
。
リ
チ
ャ
ー
ド
が
そ
の
後
、
体
格
を
活
か
し
て
、

攻
撃
を
仕
掛
け
る
が
、
根
本
に
決
定
打
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
ず
、
根
本
が
決
勝
へ
。

準
決
勝
の
第
二
試
合
は
、
志
水
亮
介
VS
粂
田
力
。

昨
年
、
粂
田
に
破
れ
た
志
水
が
上
段
突
き
で
先
制

す
る
と
、
粂
田
の
ス
ピ
ー
ド
溢
れ
る
上
段
突
き
に
対

し
、
引
き
込
み
な
が
ら
上
段
突
き
を
極
め
、
二
年
ぶ

り
と
な
る
決
勝
の
舞
台
へ
。

同
世
代
対
決
を
根
本
が
制
す
！

決
勝
（
５
分
間
三
本
勝
負
）
は
、
根
本
と
志
水
が

対
戦
。

試
合
開
始
早
々
、
根
本
が
「
狙
っ
て
い
た
」
と
い

う
足
払
い
で
志
水
を
一
回
転
さ
せ
る
と
、
上
段
突
き

を
極
め
、
一
本
。

さ
ら
に
上
段
突
き
の
相
打
ち
を
制
し
、
技
有
り
を

奪
っ
て
、
あ
と
技
有
り
一
つ
で
優
勝
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
代
表
と
し
て
、
世
界
の
強
豪
と
戦

っ
て
き
た
志
水
が
反
撃
の
狼
煙
を
上
げ
た
。

後
ろ
蹴
り
か
ら
の
裏
拳
、
上
段
突
き
を
連
続
で
極

め
、
技
有
り
を
連
取
。

勝
敗
が
決
し
た
の
は
、
試
合
開
始
４
分
50
秒
後
。

両
者
の
上
段
突
き
が
相
打
ち
と
な
り
、
審
判
団
が
審

議
へ
。
こ
こ
で
志
水
の
突
き
が
技
有
り
と
な
れ
ば
、

両
者
の
差
は
な
く
な
り
、
勝
負
の
行
方
は
分
か
ら
な

く
な
る
。

審
判
団
は
審
議
の
結
果
、
根
本
の
上
段
突
き
が
わ

ず
か
に
勝
っ
て
い
た
と
判
断
。
こ
の
瞬
間
、「
今
年

優
勝
し
な
け
れ
ば
、
協
会
を
去
る
気
概
で
臨
ん
だ
」

と
い
う
と
い
う
根
本
の
初
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

試
合
後
、「
一
戦
一
戦
、
集
中
し
た
結
果
の
積
み

重
ね
が
優
勝
へ
と
繋
が
っ
た
。
今
ま
で
支
え
続
け
て

く
れ
た
皆
様
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ

た
。

決勝で勝敗を決めた突き。試合後、根本は「正直ここまで来られる
とは…」と安堵の表情を浮かべた。

右
／
準
決
勝
、
台
風
の
目
と
な
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
（
写
真
左
）

の
猛
攻
を
凌
ぎ
き
っ
た
根
本
が
決
勝
へ
。

上／準決勝、粂田の素早い踏み込みを見切り、上段突きを極めた志
水（写真左）が4度目の決勝の舞台へ。
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女
子
組
手

田
邊
梨
加
子
、
巨
大
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
獲
得
！

あ
の
大
き
な
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
…

大
本
命
は
、
四
年
連
続
５
回
目
の
優
勝
を
狙
う
奥

家
沙
都
美
（
指
定
）。

順
当
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
上
が
り
、
準
決
勝

へ
と
進
出
。
今
大
会
も
決
勝
へ
と
難
な
く
進
む
と
思

わ
れ
た
が
、
大
正
大
２
年
の
田
邊
梨
加
子
（
直
轄
団

体
）
が
立
ち
塞
が
っ
た
。

「
朝
、
内
閣
総
理
大
臣
杯
を
見
て
、
自
分
も
大
き
な

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
し
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
と
い

う
田
邊
は
、
３
回
戦
で
前
回
３
位
の
塚
田
め
ぐ
み

（
指
定
）
を
撃
破
す
る
と
、
４
回
戦
で
は
早
川
陽
栄

（
関
東
地
区
）
に
返
し
の
左
突
き
、
飛
び
込
ん
で
の

連
突
き
で
立
て
続
け
に
技
有
り
を
奪
い
、
準
決
勝
に

勝
ち
上
が
っ
て
き
た
。

そ
の
田
邊
と
奥
家
の
一
戦
は
、「
自
分
か
ら
行
こ

う
と
思
っ
て
い
た
」
と
い
う
田
邊
が
上
段
突
き
を
極

め
、
先
制
。
そ
の
後
も
田
邊
の
キ
レ
の
あ
る
上
段
突

き
は
冴
え
渡
り
、
試
合
の
主
導
権
を
渡
さ
な
い
。
最

後
は
連
突
き
で
飛
び
込
ん
で
二
つ
目
の
技
有
り
を
奪

い
、
合
わ
せ
一
本
勝
ち
し
た
田
邊
が
決
勝
進
出
を
決

め
た
。

本
部
研
修
生
が
決
勝
へ

も
う
一
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
、
前
回
準
優
勝
の

高
橋
優
子
（
指
定
）
が
、
４
回
戦
で
駒
澤
大
３
年
の

飯
島
希
（
茨
木
）
を
下
し
て
準
決
勝
へ
。

対
戦
相
手
は
、
今
年
４
月
か
ら
本
部
研
修
生
に
な

っ
た
椎
名
舞
（
本
部
推
薦
）。

椎
名
と
高
橋
の
準
決
勝
は
、
高
橋
が
跳
び
込
み
上

段
突
き
で
技
有
り
を
先
制
。
し
か
し
、
終
盤
に
椎
名

も
上
段
突
き
で
技
有
り
を
奪
い
、
本
戦
終
了
。

延
長
再
試
合
で
も
先
制
し
た
の
は
上
段
突
き
を
極

め
た
高
橋
だ
っ
た
が
、
椎
名
も
刻
み
突
き→

中
段

突
き
で
技
有
り
を
取
り
返
す
と
、
今
度
は
高
橋
に
出

合
い
の
上
段
突
き
を
極
め
、
合
わ
せ
一
本
。
逆
転
勝

利
で
椎
名
が
、
決
勝
へ
と
駒
を
進
め
た
。

勝
負
は
先
取
り
へ

ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
、
初
優
勝
と
な
る
田
邊
と
椎

名
の
決
勝
戦
。

「
初
対
戦
だ
が
、
待
ち
の
選
手
で
、
返
し
を
狙
っ
て

く
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
最
初
の
一
本
目
を
ど
う

や
っ
て
届
か
せ
よ
う
か
を
考
え
て
い
た
が
、
入
れ
な

か
っ
た
」
と
い
う
田
邊
の
言
葉
ど
お
り
、
序
盤
か
ら

互
い
に
決
め
手
を
欠
き
、
本
戦
２
分
間
は
終
了
。
延

長
再
試
合
も
互
い
に
上
段
突
き
で
技
有
り
を
奪
う

が
、
そ
の
ま
ま
引
き
分
け
。
先
取
り
の
再
々
試
合
へ

と
突
入
し
た
。

先
に
仕
掛
け
た
の
は
、
右
上
段
突
き
で
飛
び
込
ん

だ
田
邊
。こ
れ
に
椎
名
も
左
上
段
突
き
を
返
し
た
が
、

両
者
と
も
に
有
効
打
に
は
な
ら
な
い
。

両
者
の
対
決
は
、
椎
名
（
舞
）
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
強
め
て
前
に
出
た
と
こ
ろ
へ
「
今
日
は
前
拳
の
当

た
り
が
よ
か
っ
た
」
と
い
う
田
邊
の
右
上
段
突
き
が

極
ま
り
、
技
有
り
。
こ
の
瞬
間
に
田
邊
の
初
優
勝
が

決
定
し
た
。

男
子
個
人
形

栗
原
一
晃
、
盤
石
の
連
覇
（
4
回
目
）

順
位
決
定
戦
に
勝
ち
残
っ
た
８
名
は
、
徳
野
真
規

（
指
定
）、
斎
藤
祐
樹
（
指
定
）、
吉
田
将
大
（
指
定
）、

産
方
弘
二
（
指
定
）、
丸
岡
直
人
（
神
奈
川
）、
福
原

上／4連覇を狙った奥家沙都美（指定／
写真左）は準決勝で田邊梨加子（直轄団
体）に負け、は惜しくもベスト4。

2位の丸岡直人（神奈川）。壮鎮、
42.0

決勝戦は、大正大2年の田邊梨加子（直轄団体／写真左）と本部研修生1年の椎名
舞（本部推薦）が対戦。先取りによる再々試合の末、田邊が優勝の栄冠に輝いた。

男子個人形を制した栗原一晃（指定）の壮鎮、
42.8。

3位の斎藤祐樹（指定）。雲手、
41.9。

右
／
椎
名
舞
（
本
部
推
薦
／
写
真
右
）
と
高
橋
優
子
（
指
定
）

の
準
決
勝
は
、
延
長
再
試
合
の
末
、
飛
び
込
ん
で
き
た
高
橋
を

上
段
突
き
で
迎
え
撃
っ
た
椎
名
が
技
有
り
を
奪
い
、
合
わ
せ
一

本
勝
ち
と
な
っ
た
。
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試
合
後
、「
去
年
負
け
て
か
ら
こ
の
一
年
間
、
職

場
の
理
解
も
あ
り
、
納
得
の
い
く
練
習
が
で
き
た
」

と
語
っ
た
。

団
体
戦
一
般
形
＆
組
手

墨
田
支
部
が
形
＆
組
手
で

連
覇
記
録
を
伸
ば
す
！

組
手
の
本
命
は
４
連
覇
を
目
指
す
墨
田
支
部
。

「
子
供
た
ち
が
見
て
い
る
前
で
負
け
ら
れ
な
い
」
と

決
勝
へ
と
進
出
。
先
鋒
の
重
江
賞
誉
が
負
け
る
も
、

中
堅
の
真
島
和
也
が
前
日
に
左
手
を
骨
折
し
な
が
ら

も
勝
利
。
大
将
の
高
柳
雄
路
が
前
日
の
試
合
で
目
を

負
傷
す
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
る
が
、
気
合

で
勝
利
。

２
勝
１
敗
で
二
子
玉
川
支
部
を
破
り
、
４
連
覇
を

達
成
し
た
。

形
で
も
３
連
覇
を
目
指
す
墨
田
支
部
（
東
京
）
が

盤
石
の
強
さ
を
見
せ
た
。

前
回
の
Ａ
・
Ｂ
チ
ー
ム
か
ら
編
成
さ
れ
た
メ
ン
バ

ー
が
、
決
勝
で
雲
手
を
演
武
。
２
位
の
花
見
川
支
部

（
千
葉
）
の
五
十
四
歩
小
に
０
・
３
差
を
つ
け
る

36
・
８
で
優
勝
。

試
合
後
「
目
標
は
前
人
未
踏
の
５
連
覇
で
す
」
と

語
っ
た
。

― 5 ―
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秀
樹
（
指
定
）、
寺
島
寿
（
群
馬
）、
栗
原
一
晃
（
指

定
）。大本

命
は
、最
後
に
演
武
し
た
栗
原
一
晃（
指
定
）。

力
と
ス
ピ
ー
ド
を
兼
ね
備
え
た
重
厚
な
壮
鎮
で
、

42
・
８
。
二
番
目
に
登
場
し
た
昨
年
準
優
勝
の
斉
藤

祐
樹
（
指
定
）
の
雲
手
（
41
・
９
）、
５
番
目
に
演

武
し
た
丸
岡
直
人
（
神
奈
川
）
の
壮
鎮
で
（
42
・
０
）

を
抑
え
、二
年
連
続
４
回
目
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

試
合
後
「
昨
日
、
弟
の
秀
元
が
高
校
生
個
人
・
団

体
形
で
優
勝
し
た
の
が
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
弟
に

は
負
け
ら
れ
な
い
し
、
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
語
っ

た
。女

子
形

大
島
望
、
王
座
に
返
り
咲
く
！

前
回
王
者
・
城
田
貴
樹
（
指
定
）
が
欠
場
し
、
観

衆
の
目
は
自
然
と
前
々
回
王
者
の
大
島
望
（
指
定
）

へ
。順

位
決
定
戦
（
８
名
）
で
７
番
目
に
登
場
し
た
大

島
は
「
わ
ず
か
な
足
の
震
え
が
減
点
と
な
っ
て
し
ま

う
賭
け
の
よ
う
な
形
」
と
い
う
岩
鶴
を
演
武
し
、

42
・
６
。
８
番
目
に
五
十
四
歩
小
を
演
武
し
た
２
位

の
深
作
世
里
乃
（
指
定
）
に
０
・
７
と
い
う
大
差
を

つ
け
、
２
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
。

準優勝の深作世里乃（本部推
薦）。五十四歩小、41.9。「大
島先輩に比べるとまだまだ技
の正確さが足りない」（深作）

上／女子形で2年ぶり3回目の優勝を果た
した大島望（指定）は岩鶴（42.6）を演武。
ただ一人42点台を記録した。

女子形で3位入賞となったウォ
ーターハウス美希（指定）。五
十四歩小、41.7→42.0。

団体戦一般形優勝の墨田支部（東京）。雲手で36.8。

組手で勝利した墨田支部。試合後「勝因は三人がまとまっ
ていたこと」と語った。

団体戦一般形2位の花見川支部（千葉）。五十四歩小で36.5。
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都
道
府
県

東
京
、
文
部
科
学
大
臣
杯
に
輝
く
！

静
岡
、
団
体
組
手
で
6
度
目
の
Ｖ
！

都
道
府
県
組
手
の
決
勝
は
静
岡
と
東
京
。
先
鋒
の

横
山
大
（
静
岡
）
が
上
段
逆
突
き
で
一
本
勝
ち
す
る

と
、
続
く
次
鋒
戦
も
清
水
克
彦
（
静
岡
）
が
勝
利
し
、

静
岡
が
２
連
勝
。

中
堅
戦
は
高
柳
雄
路
（
東
京
）
が
勝
利
す
る
も
、

副
将
戦
で
横
山
拓
磨
（
静
岡
）
が
優
勝
を
決
め
る
３

勝
目
を
上
げ
、
静
岡
の
２
年
ぶ
り
６
回
目
の
優
勝
が

決
ま
っ
た
。

試
合
後
、
静
岡
県
・
岩
田
真
人
監
督
は
「
強
化
合

宿
を
行
い
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
て
き
た
。
私
が

現
役
だ
っ
た
頃
に
３
連
覇
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

目
指
し
て
稽
古
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

な
お
都
道
府
県
形
は
、
雲
手
を
演
武
し
た
東
京
が

35
・
７
で
２
年
ぶ
り
に
王
座
奪
還
。
組
手
で
も
準
優

勝
し
て
い
る
東
京
は
、
文
部
科
学
大
臣
杯
に
輝
く
こ

と
と
な
っ
た
。

団
体
戦
・
大
学
組
手
＆
形

組
手
は
、
国
士
舘
が
競
り
勝
つ
！

駒
澤
大
、
形
で
無
敵
8
連
覇
！

28
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
組
手
は
、
国
士
舘
が
準
々

決
勝
で
青
山
学
院
大
に
５
勝
、
準
決
勝
で
は
京
都
産

業
大
を
４
勝
１
敗
で
下
し
、
決
勝
へ
。

決
勝
の
相
手
は
、
８
連
覇
を
狙
う
駒
澤
大
。

国
士
舘
の
先
鋒
・
須
田
芳
宏
、
次
鋒
・
川
崎
紘
輝

が
連
勝
し
、
王
手
を
掛
け
る
が
、
中
堅
・
副
将
が
連

敗
し
、
２
勝
２
敗
。

大
将
戦
は
国
士
舘
の
国
吉
真
太
郎
（
関
東
学
生
王

者
）
が
１
│
０
か
ら
「
相
手
の
動
き
が
止
ま
っ
て
い

た
の
で
行
き
ま
し
た
」
と
い
う
ワ
ン
・
ツ
ー
を
極
め

て
、
一
本
勝
。
国
士
舘
の
９
年
振
り
６
回
目
の
優
勝

を
決
め
た
。

団
体
戦
大
学
・
形
の
本
命
は
、
７
連
覇
中
の
駒
澤

大
。試

合
前
に
大
石
武
士
師
範
に
尋
ね
る
と
「
今
年
は

男
女
と
も
に
五
十
四
歩
小
。
昨
年
の
岩
鶴
に
続
い
て
、

初
挑
戦
の
形
で
す
。
形
が
長
い
の
で
、
最
後
ま
で
集

中
で
き
る
か
が
勝
負
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
た
。

そ
の
駒
澤
大
は
、
予
選
を
１
位
通
過
す
る
と
、
決

勝
で
は
五
十
四
歩
小
で
37
・
０
を
叩
き
出
し
、
８
年

連
続
35
回
目
の
優
勝
。

２
位
に
は
、
拓
殖
大
の
雲
手
（
36
・
７
）、
３
位

に
は
青
山
学
院
大
の
雲
手
（
36
・
２
）
が
入
っ
た
。

女
子

組
手
は
、
大
正
大
が
2
連
覇
！

形
は
、
駒
澤
大
が
3
連
覇
!!

女
子
組
手
の
決
勝
は
、
大
正
大
（
直
轄
団
体
）
VS

學
而
館
道
場
（
千
葉
）。
前
回
王
者
の
大
正
大
は
、

先
鋒
の
田
邊
梨
加
子
（
大
正
大
）
が
勝
利
す
る
も
、

続
く
中
堅
戦
を
落
と
し
、
１
勝
１
敗
。

大
将
戦
は
、
椎
名
舞
（
學
而
館
道
場
）
に
技
有
り

を
先
制
さ
れ
た
が
、
女
子
主
将
の
石
塚
明
日
美
（
大

正
大
）
が
上
段
突
き
で
二
つ
の
技
有
り
を
連
取
。
大

正
大
を
２
年
連
続
６
回
目
の
優
勝
に
導
い
た
。

女
子
形
は
、
五
十
四
歩
小
を
演
武
し
た
駒
澤
大

（
直
轄
団
体
）
が
３
年
連
続
７
度
目
の
優
勝
に
輝
い

た
。
準
優
勝
は
こ
ち
ら
も
３
年
連
続
で
青
山
学
院
大

（
直
轄
団
体
）。
３
位
に
は
宮
城
県
本
部
（
宮
城
）
が

続
い
た
。

左／女子形で3連覇
に輝いた駒澤大は
五十四歩小を演武。
「男子に比べると仕
上がりは悪かった
が、間に合った」と
駒澤大・大石武士
師範。

右／大将戦で決着が
ついた女子団体組
手。椎名舞（學而館
道場）に先制される
が、「キャプテンと
して負けられなかっ
た」と石塚明日美
（大正大／右）が逆
転勝利。

都道府県組手で静岡が2年ぶり6度目の優勝。「穴のないチーム。登録8名全
員を試合に出した」と岩田真人監督。

都道府県形、雲手で2年ぶり11回目の優勝を掴み取った東京。

優勝した国士舘大。

上／大石武士師範曰く「男子は自信を持って送り出せる」という駒澤大が
団体戦大学形を制した。
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ま
た
高
校
生
女
子
個
人
形
は
、
観
空
大
を
演
武
し

た
深
谷
安
里
紗
（
茨
城
）
が
優
勝
し
、
団
体
、
男
女

個
人
と
形
の
３
タ
イ
ト
ル
は
水
城
高
が
独
占
。
試
合

後
、
深
谷
は
「
観
空
大
は
き
れ
い
に
見
せ
ら
れ
る
。

手
先
ま
で
意
識
し
て
し
っ
か
り
と
演
武
で
き
た
」
と

語
っ
た
。
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◆ 個人戦組手の部
高校生男子　①小池麻琴（静岡）②塚中将成（岡山）

③小林右京（大坂）、阿久津翔伍（茨城）
高校生女子　①長谷花子（静岡）②牛膓紗耶加（新潟）

③増田真子（静岡）、大石紋那（静岡）
一般男子　①根本敬介（本部推薦）②志水亮介（指定）

③粂田力（指定）、リチャード・へセルトン（直轄団体）
⑤藤井康弘（青森）、栗原一晃（指定）、大隈広一郎（本部推薦）、
尾方弘二（指定）

一般女子　①田邉梨加子（直轄団体）②椎名舞（本部推薦）
③奥家沙都美（指定）、高橋優子（指定）⑤椎名優（千葉）、
早川陽栄（関東地区）、西村わこ（埼玉）、飯島希（茨城）

◆ 個人戦形の部
高校生男子　①栗原秀元（茨城）②伊藤直哉（静岡）③早津陸（埼玉）
高校生女子　①深谷安里紗（茨城）②佐藤久美（茨城）③上杉ユミ（埼玉）
一般男子　①栗原一晃（指定）②丸岡直人（神奈川）③斉藤祐樹（指定）

④徳野真規（指定）⑤吉田将大（指定）⑤産方弘二（指定）
⑤福原秀樹（指定）⑧寺島寿（群馬）

一般女子　①大島望（指定）②深作世里乃（本部推薦）
③ウォーターハウス美希（指定）④奥家沙都美（本部推薦）
⑤須江彩子（宮城）⑥椎名舞（本部推薦）⑦勝岡未来（大阪）
⑦木村麻里江（宮城）

◆ 団体戦組手の部
高校生男子　①福岡県本部　②茨城県本部　③山口県鴻城高校
女子　①大正大学　②学而館道場　③駒澤大学
大学　①国士舘大学　②駒澤大学　③京都産業大学
一般　①墨田支部　②二子玉川支部　③温海支部
都道府県　①静岡県　②東京都　③三重県

◆ 団体戦形の部
高校生男子　①茨城県本部　②松商学園高等学校　③浜松開誠館高校
女子　①駒澤大学　②青山学院大学　③宮城県本部
大学　①駒澤大学　②拓殖大学　③青山学院大学
一般　①墨田支部　②花見川支部　③茨田支部
都道府県　①東京都　②千葉県　③岐阜県

＊内閣総理大臣杯　根本敬介（一般男子個人戦組手優勝）
＊内閣総理大臣杯　田邉梨加子（一般女子個人戦組手優勝）
＊文部科学大臣杯　東京都（都道府県対抗戦総合優勝）
＊文部科学大臣杯　駒澤大学（大学団体戦総合優勝）
＊文部科学大臣杯　茨城県本部（高校生団体戦総合優勝）
＊文部科学大臣杯　小池麻琴（高校生男子個人戦組手優勝）
＊文部科学大臣杯　長谷花子（高校生女子個人戦組手優勝）

大 会 結 果

高
校
生
男
子
＆
女
子
組
手

開
成
館
コ
ン
ビ
、
文
部
科
学
大
臣
杯
！

１
１
６
名
が
参
加
し
た
個
人
戦
高
校
男
子
組
手
。

決
勝
へ
と
進
ん
だ
の
は
、
小
池
麻
琴
（
静
岡
）。

中
学
２
年
の
時
に
小
中
学
生
大
会
で
３
位
に
な
っ
た

こ
と
の
あ
る
空
手
歴
９
年
の
選
手
だ
。

小
池
は
初
対
戦
と
な
る
塚
中
将
成
（
岡
山
）
に
対

し
、
上
段
突
き
を
連
続
で
叩
き
込
み
、
合
わ
せ
一
本

勝
。試

合
後
「
突
っ
込
む
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。
今

後
も
日
本
一
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
語
っ
た
。

高
校
生
女
子
組
手
の
決
勝
戦
は
、
長
谷
花
子
（
静

岡
）
と
牛
腸
紗
耶
加
（
新
潟
）
が
対
戦
。「
中
学
３

年
間
は
、
形
で
県
大
会
を
３
連
覇
し
た
」
と
い
う
長

谷
が
開
始
早
々
に
二
つ
の
技
有
り
を
奪
い
、
優
勝
。

小
池
、
長
谷
は
文
部
科
学
大
臣
杯
を
受
賞
し
た
。

団
体
戦
高
校
生
組
手

福
岡
が
茨
城
を
下
す
！

23
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
団
体
戦
高
校
生
組
手
・
決

勝
は
、
福
岡
県
本
部
VS
茨
城
県
本
部
。

橋
口
優
次
監
督
曰
く
「
一
回
戦
か
ら
尻
上
が
り
に

良
く
な
っ
て
い
っ
た
」
と
い
う
福
岡
県
は
先
鋒
・
宮

崎
真
乃
介
が
上
段
突
き
を
連
続
で
極
め
、
合
わ
せ
一

本
勝
。

続
く
中
堅
の
刈
野
恭
史
も
中
段
突
き
、
上
段
突
き

で
合
わ
せ
一
本
勝
。
大
将
戦
を
待
た
ず
し
て
、
優
勝

を
決
め
た
。

高
校
生
形

栗
原
秀
元
、
個
人
＆
団
体
形
で
二
冠
!!

高
校
生
団
体
形
は
、「
絶
対
に
負
け
な
い
気
持
ち

で
臨
ん
だ
」
と
い
う
名
倉
亮
太
を
中
心
と
す
る
茨
城

県
本
部
が
演
武
順
一
番
で
登
場
。「
全
員
の
心
が
一

つ
に
な
り
、
キ
レ
が
増
し
た
」
と
い
う
燕
飛
で
36
・

１
。
最
後
ま
で
こ
の
得
点
が
抜
か
れ
る
こ
と
な
く
、

茨
城
県
本
部
の
優
勝
と
な
っ
た
。

高
校
生
男
子
個
人
形
は
、
栗
原
一
晃
・
総
本
部
指

導
員
の
弟
で
あ
る
栗
原
秀
元
（
茨
城
）
が
観
空
大
で

優
勝
し
、
団
体
形
と
あ
わ
せ
て
二
冠
に
輝
い
た
。

試
合
後
、
栗
原
は
「
身
体
が
細
い
の
で
燕
飛
で
は

技
が
軽
く
見
え
て
し
ま
う
と
思
っ
た
。
観
空
大
で
は

技
を
大
き
く
見
せ
る
こ
と
を
心
が
け
て
演
武
し
た
」

と
語
っ
た
。

高校生団体組手で優勝した茨城県本部（茨城）。水城高の3
人はキレのある燕飛を演武。

高校生男子形を制した水城高
2年・栗原秀元（茨城）の観
空大。

高校生女子形優勝、観空大を
演武した水城高3年の深谷安
里紗（茨城）。

高校生王者二人・小池麻琴（前列左から4番目）、長谷花子（前列左から3番目）の所属
する浜松開誠館のメンバー。

上
／
優
勝
し
た
福
岡
県
本
部
。

左
／
シ
ャ
ー
プ
な
動
き
を
見
せ
た

先
鋒
の
宮
崎
真
乃
介
（
福
岡
）。
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平
成
22
年
度
春
季
関
東
学
生
会
定
期
リ
ー
グ
戦

今
年
も
男
子
は
駒
澤
大

６
校
総
当
た
り
で
争
わ
れ
る
男
子
１
部
リ
ー
グ

戦
。

「
攻
防
の
切
り
替
え
が
で
き
る
か
否
か
、
そ
れ
が
勝

負
を
分
け
る
」
と
語
る
大
石
武
士
師
範
が
率
い
る
前

大
会
の
覇
者
・
駒
澤
大
が
強
さ
を
見
せ
付
け
た
。

初
戦
で
千
葉
工
大
を
２
勝
１
敗
（
２
分
）
で
下
す

と
、
２
試
合
目
の
国
士
舘
戦
は
先
鋒
の
石
井
詳
馬

（
２
│
０
）、
中
堅
の
上
田
宰
佑
（
２
│
０
）、
大
将
の
瀧

本
和
馬
（
２
│
１
）
が
勝
利
し
て
、
３
勝
２
敗
。

続
く
防
大
も
３
勝
（
２
分
）
で
退
け
る
と
、
秋
季

準
優
勝
の
大
正
大
に
対
し
て
も
、
先
鋒
の
石
井
（
１

│
０
）、
中
堅
の
添
田
一
希
（
２
│
０
）、
副
将
の
上
田

（
２
│
０
）
が
勝
利
し
て
、
こ
こ
ま
で
４
戦
全
勝
。

最
終
の
拓
大
戦
で
１
勝
１
敗
の
内
容
差
で
破
れ
る

も
、
通
算
成
績
４
勝
１
敗
で
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

大
正
、駒
澤
を
破
る

女
子
１
部
リ
ー
グ
（
６
校
総
当
た
り
）
の
本
命
も

や
は
り
連
覇
を
狙
う
駒
澤
女
子
。

し
か
し
、
初
戦
で
千
葉
工
大
に
２
勝
１
敗
を
退
け

た
が
、
二
試
合
目
で
急
ブ
レ
ー
キ
。

大
正
大
の
北
村
愛
に
２
│
１
、
田
邊
梨
加
子
に
２
│

０
、
石
塚
明
日
美
に
２
│
１
と
三
連
敗
。

駒
澤
大
に
勝
利
し
た
大
正
大
は
３
位
に
入
賞
し
た

国
士
舘
を
、
先
鋒
の
北
村
（
２
│
０
）、
中
堅
の
東
世

菜
（
２
│
０
）
が
打
ち
破
る
と
、
続
く
千
葉
工
大
も

２
勝
１
敗
。
さ
ら
に
拓
大
を
２
勝
、
青
学
大
を
２
勝

去
る
５
月
16
日
（
日
）、
千
葉
工
業
大
学
・
芝
園
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
に
お
い
て
、
平
成
22
年

度
春
季
関
東
学
生
会
定
期
リ
ー
グ
戦
が
開
催
さ
れ
、延
べ
48
大
学
約
５
０
０
名
が
参
加
し
た
。

日
時
●
２
０
１
０
年
５
月
16
日
（
日
曜
日
）

場
所
●
千
葉
工
業
大
学
・
芝
園
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
　
主
催
●（
社
）日
本
空
手
協
会
関
東
学
生
会

協
力
●（
社
）日
本
空
手
協
会
・
大
学
Ｏ
Ｂ
連
合
会

大石武士師範（写真前列左）の指導のもと、男子団体優勝、女子団体準優勝を成し遂げた駒澤大。

上／国士舘戦の大将で登場し、2－0で勝利
した駒大の瀧本。

国士舘戦の中堅で登場し、2－0で勝利した
駒大の上田。

上／4勝1敗で
準優勝した拓
殖大。

左／駒澤大戦、
大将戦で登場
し、2－0で勝
利した大正大
の石塚明日美。

上／存在感を見せ
付けた大正大の東
世菜。

女子1部リーグを制した大正大。
左／女子3位の国
士舘大。
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◆ 男子１部リーグ
①駒澤大学　②拓殖大学　③国士舘大学
④千葉工業大学　⑤大正大学　⑥防衛大学

◆ 男子2部リーグ
①関東学院大学　②青山学院大学　③自治医科大学
④東京経済大学　⑤東京農獣医大学　⑥獨協大学

◆ 男子3部リーグ
①亜細亜大学　②小山高専　③首都大学東京
④電機大学Ｉ部

◆ 男子個人戦
①千葉工業大学 兼松僚　②駒沢大学 原田 龍
③駒沢大学 栗原一嘉　③駒沢大学 浮島侑里
⑤大正大学 菊池亮太　⑤関東学院大学 加藤大貴
⑤亜細亜大学 大金勇太郎　⑤千葉工業大学 大澤努

◆ 女子1部リーグ
①大正大学　②駒澤大学　③国士舘大学　
④拓殖大学　⑤青山学院大学　⑥防衛大学

◆ 女子2部リーグ
①千葉工業大学　②東京女子体育大学
③自治医科大学　④国際医療福祉大学

◆ 女子個人戦
①拓殖大学 椎名優　②大正大学 北村愛
③青山学院大学 大石亜依　③大正大学 梨本みさき
⑤青山学院大学 洞澤葉月美　⑤大正大学 岩田怜亜
⑤駒沢大学 梶井美歩　⑤国士舘大学 黒田千景

◆ 優秀選手
男子　駒沢大学 石井詳馬 拓殖大学 佐々木光人

国士舘大学 須田芳広
女子　大正大学 吉田亜沙美　駒沢大学 押鐘優美

国士舘大学 黒田千景

◆ 入れ替え戦
男子1部、2部入れ替え戦
○赤 大正大学－青山学院大学 白×
○赤 防衛大学－関東学院大学 白×

男子2部、3部入れ替え戦
○赤 日大農獣医大学－小山高専 白×
○赤 獨協大学－亜細亜大学 白×

女子入れ替え戦
○赤 青山学院大学－東京女子体育大学 白×
○赤 防衛大学－千葉工業大学 白×

男女入れ替えなし

大 会 結 果
そ
の
後
、
北
村
に
上
段
突
き
を
極
め
ら
れ
る
も
焦

る
こ
と
な
く
、
相
手
の
攻
撃
を
引
き
込
み
な
が
ら
上

段
突
き
を
極
め
て
、
２
│
１
と
勝
利
。

１
年
前
の
大
会
で
は
、
姉
・
椎
名
舞
（
Ｊ
Ｋ
Ａ
研
修

生
）
が
優
勝
し
て
お
り
、
姉
妹
で
連
続
Ｖ
と
な
っ
た
。

男
子
2
・
3
＆
女
子
2
部

男
子
２
部
リ
ー
グ
戦
（
６
校
総
当
た
り
）
は
、
４

試
合
目
で
秋
季
優
勝
の
青
学
大
と
２
位
の
関
学
大
が

対
戦
（
共
に
こ
の
時
点
で
１
勝
）。

先
鋒
を
制
し
た
の
は
関
学
大
。
鶴
岡
知
将
が
２
│

１
で
勝
つ
と
、
副
将
の
飯
塚
惇
平
、
大
将
の
高
波
大

輔
が
中
段
突
き
を
極
め
て
、
３
勝
２
敗
で
青
学
大
を

退
け
た
。

そ
の
後
も
一
年

生
を
試
し
な
が

ら
、
三
位
に
入
っ

た
自
治
医
科
大
を

５
│
０
で
下
す
な

ど
、
全
勝
で
優
勝

し
た
。

３
チ
ー
ム
が
４

ブ
ロ
ッ
ク
で
リ
ー

グ
戦
を
行
い
、
上

位
二
チ
ー
ム
が
参

加
す
る
女
子
２
部

リ
ー
グ
戦
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
。

決
勝
へ
と
進
ん
だ
の
は
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
通
過

の
千
葉
工
大
と
、
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
通
過
の
東
女
体

大
。決

勝
で
は
、
二
人
し
か
部
員
が
い
な
い
た
め
、
負

け
た
ら
終
わ
り
の
千
葉
工
大
が
気
合
い
溢
れ
る
組
手

を
展
開
。

「
根
本
敬
介
監
督
か
ら
練
習
通
り
、
思
い
き
り
行
け

と
言
わ
れ
ま
し
た
」
と
語
っ
た
先
鋒
の
小
網
中
優
が

上
段
突
き
を
連
続
で
極
め
て
勝
利
す
る
と
、
中
堅
の

海
保
千
佳
も
中
・
上
段
突
き
で
２
│
０
と
勝
利
し
、

優
勝
を
決
め
た
。

男
子
３
部
リ
ー
グ
（
14
校
）
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決

勝
は
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
通
過
の
亜
細
亜
大
と
Ｄ
ブ

ロ
ッ
ク
１
位
通
過
の
小
山
工
専
が
対
戦
。
２
勝
２
敗

と
な
っ
た
大
将
戦
で
亜
細
亜
大
の
竜
門
泰
史
が
２
│

０
で
勝
利
し
、
接
戦
を
制
し
た
。

な
お
、
リ
ー
グ
終
了
後
、
入
れ
替
え
戦
が
行
わ
れ

た
が
、
全
て
の
部
に
お
い
て
入
れ
替
え
は
な
か
っ

た
。

右
・
右
下
／
男
子
個
人
戦
決
勝
、
原
田
の
上
段
突
き
に
合
わ
せ

て
、
兼
松
の
突
き
が
極
ま
り
、
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

駒澤大の同期対決と準決勝、原田龍
（写真右）VS 浮島侑里。

準決勝、兼松僚（千葉工業大・写真左）
が栗原一嘉（駒澤大）に2－0で勝利。

１
敗
と
退
け
て
、
５
連
勝
で
優
勝
を
飾
っ
た
。

試
合
後
、
新
井
彩
可
監
督
は
「
最
近
負
け
が
込
ん

で
い
た
の
で
、
こ
の
優
勝
を
弾
み
と
し
て
、
東
日
本

等
で
結
果
を
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

開
催
校
の
選
手
が
優
勝

93
名
が
参
加
し
た
男
子
個
人
組
手
。

決
勝
へ
と
進
ん
だ
の
は
、
開
催
地
で
あ
る
千
葉
工

大
３
年
の
兼
松
僚
。
１
年
生
の
時
に
こ
の
大
会
で
３

位
に
な
っ
た
こ
と
の
あ
る
選
手
だ
。

準
決
勝
で
は
、
気
持
ち
を
抑
え
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー

に
徹
し
、
駒
大
１
年
の
栗
原
一
嘉
に
中
段
突
き
を
２

回
極
め
て
、
勝
利
し
た
。

決
勝
の
相
手
は
、
同
期
の
浮
島
侑
里
を
退
け
て
、

決
勝
へ
の
切
符
を
掴
ん
だ
駒
大
の
１
年
・
原
田
龍

（
駒
大
）。
闘
志
を
前
面
に
出
し
て
、
開
始
早
々
、
攻

撃
を
仕
掛
け
て
く
る
。

そ
れ
に
対
し
、
兼
松
は
上
段
突
き
で
先
制
す
る
と
、

「
時
間
の
経
過
と
共
に
焦
っ
て
、
相
手
が
出
て
く
る

こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
合
わ
せ
た
」
と
い

う
中
段
突
き
で
、
う
れ
し
い
初
優
勝
を
掴
み
取
っ
た
。

姉
妹
で
優
勝
す
る

65
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
女
子
個
人
戦
。

注
目
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
在
籍
す
る
東
世
菜

（
大
正
大
）。
団
体
戦
で
も
要
所
で
輝
き
を
見
せ
た
東

は
、
個
人
戦
で
も
実
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
準

決
勝
へ
。

対
戦
相
手
は
、
椎
名
優
（
拓
大
）。
東
が
鋭
い
突
き

で
先
制
す
る
が
、「
初
め
て
対
戦
す
る
相
手
で
、
よ

く
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
椎
名
に
上
段
突
き
を
連

続
で
極
め
ら
れ
、
逆
転
負
け
。

決
勝
へ
と
進
ん
だ
椎
名
の
相
手
は
、
青
学
大
の
大

石
亜
衣
を
下
し
て
、
決
勝
へ
と
進
ん
だ
北
村
愛
（
大

正
大
）。

「
準
決
勝
の
試
合
を
見
て
、
は
じ
め
の
合
図
と
共
に

仕
掛
け
て
く
る
選
手
だ
と
感
じ
た
」
と
い
う
椎
名
は
、

そ
の
言
葉
通
り
、
よ
く
相
手
を
見
て
、
上
段
突
き
を

極
め
て
先
制
。

女子個人組手決勝、前に出た北村
愛（大正大）に上段突きを合わせ
た椎名優（拓大）が2－1で勝利。

女子個人組手準決勝、大石亜衣
（青学大）に上段突きを極める北村
愛（大正大）。

女子個人組手準決勝は、椎名が、
東（大正大）を2－1で下す。

東女体大を2勝1敗で退け、女子2部
優勝の千葉工大。

海保千佳（千葉工大）の上段突き。

男
子
２
部
全
勝
優
勝
の
関
東
学
院
大
。
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6月26～27日に行われた内閣総理大臣杯第35回全国空手道選手権大会の 
大人の組手種目で根本敬介・総本部指導員が初優勝しました。 
根本指導員はどんな人なのでしょうか？　 
ふじみ野支部の遠藤成将（小２）君と関口颯太（小２）君が頑張って、 
インタビューしました！ 

第53回全国大会の組手優勝した！ 
根本敬介・総本部指導員の巻 

第53回全国大会の組手優勝した！ 
根本敬介・総本部指導員の巻 

JKA松濤杯で初の外国人王者輝く！ 
 パブロ・プロトパパ(南アフリカ)さん 

組手のチャンピオンにインタビュー① 
★ ★ 

★ 
② 

― 10 ―

大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報

優勝するとこんなに大きなカップが
もらえます！

いつから空手を始め
たんですか？

4歳頃だよ。千葉で生まれたんだけれども、
家が道場だったので、自然と道着を着てい
ました。兄妹が5人いるのですが、6人とも
空手をやっていました。
両親もやっているので、空手家族ですね。

どうすれば、空手が上手
くなるのですか？

実は私も子供の頃は上手くありませんで
した。大人になっても、なかなか１番にな
れず、悔しい思いをしてきました。
でも、あきらめずにコツコツと道場に通
い、練習した結果、優勝することができま
した。
まさに継続は力なりですね！

何時間練習して、何時間
寝るんですか？

いつも総本部で3時間練習した後、千葉
工業大学などで3時間練習しています。
指導もあるので、自分の練習ばかりは

できませんが、毎日目標を立てて、自分
を甘やかさないように全力で稽古してい
ます。
いつも午前１時くらいに寝て、朝7時く
らいに起きるので、6時間くらい寝ます。

得意技はなんですか？
蹴りは苦手なんですか？

出合いの逆突きですね。思い切り
飛び込むことを心がけています。
あとは追い突きかな…。この間の
全国大会では、足払いも使いました。
蹴りに関しては、秘密兵器なので、
滅多に出しません（笑）。

好きな食べ物とテレビ
番組はなんですか？

好きな食べ物はお肉ですね。焼肉だ
と何人前でも食べられます。
テレビ番組は、スポーツをよく見ま

す。この間のサッカー・ワールドカッ
プも眠いなあと思いながら、朝まで見
ていました。

いつ結婚したの
ですか？

今から約4年前の26歳の4月です。
高校時代の空手部の同級生と結婚
しました。
今回の大会は妻・文、子供達（一
平、琴葉）のためにも頑張ろうと思
いました。

これからの目標を
教えて下さい。

来年、東南アジアに位置
するタイで世界大会が開か
れます。
みんなの見本になるよう

な正しい極めのある空手で
勝つので、皆さん応援して
下さいね！

全国大会の決勝の様子。相手は2度の優勝
を誇る志水亮介選手でした。

遠藤成将（小２） 関口颯太（小２）

6

4

7

3
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6月2
大人
根本
ふじ
イン

第53回全国大会の組手優勝した！ 
根本敬介・総本部指導員の巻 

第53回全国大会の組手優勝した！ 
根本敬介・総本部指導員の巻 

平成6年にアメリカのフィラデルフィアで行われた 
第5回松濤杯で初の外国人王者となったパブロ・プ
ロトパパさん（南アフリカ）に、ふじみ野支部の小川
敦也（小２）君と深渡瀬敬久（小２）君がお話を聞いて
みたよ！ 

JKA松濤杯で初の外国人王者輝く！ 
 パブロ・プロトパパ（南アフリカ）さん 

JKA松濤杯で初の外国人王者輝く！ 
 パブロ・プロトパパ(南アフリカ)さん 

組手
★ 

★ ★ 
組手のチャンピオンにインタビュー② 

― 11 ―

大
　
会

特
　
集

キ
ッ
ズ

情
　
報

1994年にアメリカ・フィラデルフィアで
開催された第5回松濤杯決勝の写真。

空手が大好きで研究熱心なパブ
ロ・プロトパパさん！

空手を始めたキッカケは？

ブルース・リーの映画だよ。どうしても
格闘技が始めたくなって、映画のスタント
マンだったエド・カネメイヤー先生の道場
へと通い始めたんだ。8歳の時だよ。

1994年にアメリカ・フィ
ラデルフィアで開催され
た第5回松濤杯について教
えて下さい。

心に残っているのは、ベスト16で
当たった尊敬する中達也師範との試
合です。
逆突きを極め、判定勝ちを収める

ことができました。
また準決勝で当たった椎名勝利師

範は当時120キロ近く体重があり、
とても強かったです。
私は技を封じられないよう動き回

わり、わずかに生まれた隙を見逃さ
ず、逆突きを二回極めて、決勝への
切符を掴みました。

1

3

大会に参加したのはいつですか？

入門してから１年後の9歳です。でも、勝ったり、負け
たりを繰り返していました。
南アフリカの国内王者（組手）になったのは1988年、

22歳の頃。それかられ8年連続で優勝しました。
それから1992年に東京で開催された第4回松濤杯にも

出ました。団体組手のメンバーとして3位になりました。

王者となって変わった
ことは？

周りの人の態度は変わったかも知れま
せんが、私に変わりはありません。
空手に対する情熱や、練習に取り組む

姿勢は空手を始めた子供の頃と同じで
す。
また、私には10歳の双子（男）、7歳、

4歳（共に男）、2歳（女）の子供がいて、
上から3人はすでに空手を始めておりま
す。彼らと共に汗を流すことが、今の私
の最大の喜びです。
これからも、今後も空手を通じて、次

の世代を担う子どもたちに思いやりや行
動力、協調性、前向きに生きていく力な
どを与えていきたいと思います。

5
決勝戦の相手は？

ベルギーのムロロ・ジャネットという
背の高い選手です。長い手足を武器に決
勝まで勝ち上がってきました。
先手を取ったのは、ムロロ選手で「は

じめ！」の号令と同時に中段廻し蹴りが
入りました。
私は焦りましたが、心を落ち着かせて、

「はじめ！」の号令と共に飛び出し、追い
突きで取り返しました。
その後に3～4回攻撃を仕掛けると、ム

ロロ選手の動きが悪くなっていきました。
私は絶対にチャンスを逃してはならな

いと攻め続け、中段廻し蹴り、上段追い
突きで技有りを奪い、優勝できました。

4

深渡瀬敬久（小２） 小川敦也（小２）
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あ
の
先
輩
　 

ち
ょ
ー
ヘ
タ
ク
ソ
だ
ね 

後
屈
立
ち
が 

高
す
ぎ
る 

棒
立
ち
じ
ゃ
ん 

彼
は
型
の
世
界 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

だ
ぞ 

空
手
道
は
湯
の
如
し
… 

た
え
ず
熱
を
与
え
な
け
れ
ば 

も
と
の
水
に
も
ど
る
… 

手
刀
受
け
も 

手
刀
受
け
も 

手
首
が
曲
が
り 

す
ぎ
っ
！ 

え
っ
！？
 

し
か
し
　 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に 

な
っ
て
安
心
し
た
の
か 

稽
古
を
サ
ボ
る 

よ
う
に
な
っ
た
… 

っ
た
く
…
　 

見
て
ら
ん
ね
ー
よ 

空
手
っ
て
… 

お
湯
な
の
？ 

お
前
た
ち
も 

な
ま
け
る
な
よ 

押
忍
!!
 

え
い
っ 

一本勝負 一本勝負 
いっぽんしょうぶ 

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

で
あ
れ
、
稽
古
を 

し
な
け
れ
ば
実
力
が 

落
ち
て
い
く 

マンガ 

坂丘のぼる 

…
で
　 

あ
ん
な
に 

ヘ
タ
ク
ソ
に 

な
っ
た
の 

― 12 ―

特
　
集

大
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キ
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ズ

情
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一本勝負 一本勝負 

― 13 ―

特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報

桜
と
空
手
道

今
年
も
桜
花
の
季
節
と
共
に
私
た
ち
の
空
手
の
大

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
は
、
真
に
偉
大
だ
っ
た
先
生
・
先
輩
・
後
輩
の

人
た
ち
の
こ
と
を
い
つ
も
考
え
ま
す
。

社
団
法
人
日
本
空
手
協
会
の
名
の
下
に
命
を
か
け

て
闘
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
を
。

心
の
底
に
熱
き
熱
情
の
炎
を
燃
や
し
て
闘
い
、
そ

の
後
に
彼
ら
は
名
誉
を
示
す
生
き
生
き
と
し
た
風
を

残
し
ま
し
た
。

私
は
試
合
に
臨
む
と
き
、
一
年
間
、
私
の
血
と
汗

の
努
力
を
知
っ
て
い
る
空
手
衣
と
黒
帯
を
枕
元
に
畳

ん
で
置
い
て
眠
り
、
そ
し
て
空
手
衣
と
黒
帯
を
持
っ

て
大
会
会
場
に
向
う
事
を
常
と
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
試
合
会
場
に
向
か
う
時
、
自
分
の
心
に
感

め
て
み
た
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
灰
色
が
か
っ
た
薄

緑
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

命
も
花
の
精
も
既
に
虚
空
に
消
え
去
っ
て
、
も
ぬ

け
の
空
に
な
り
は
て
て
い
た
の
で
す
。

植
物
に
は
周
期
が
あ
っ
て
、
機
を
逸(

い
っ)

す
れ
ば

色
は
出
な
い
の
で
す
。
花
と
共
に
精
気
は
飛
び
去
っ

て
し
ま
い
、
あ
ざ
や
か
な
真
紅
や
紫
、
黄
金
色
の
花

も
、
花
そ
の
も
の
で
は
染
ま
り
ま
せ
ん
と
志
村
さ
ん

は
言
っ
て
い
ま
す
。

空
手
の
大
会
に
出
場
す
る
選
手
も
桜
の
花
や
他
の

植
物
と
同
じ
様
に
、
大
会
で
勝
つ
た
め
に
一
年
を
通

し
て
勝
つ
た
め
の
工
夫
を
し
、
血
と
汗
の
稽
古
を
積

み
重
ね
て
出
場
し
ま
す
。

一
年
間
の
血
と
汗
の
努
力
を
蓄
え
、
そ
の
蓄
え
た

選
手
の
命
の
花
を
咲
か
そ
う
と
全
身
全
霊
で
試
合
を

行
い
、
人
間
の
気
迫
の
あ
る
華
麗
な
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
選
手
に
も
華
麗
に
咲
く
時
期
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
機
を
逸
す
る
こ
と
の
な
い
様
に
審
判
員
は
そ
の
選

手
の
気
迫
と
技
を
観
て
、
緊
張
感
を
持
っ
て
一
年
一

度
の
試
合
を
公
正
に
真
剣
に
審
判
す
る
こ
と
が
審
判

員
と
し
て
最
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
審
判
と
し
て
選
手
に
対
す
る
人
と
し
て
の

姿
正
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
（
社
）
日
本
空
手
協
会
の
第
53
回
内
閣
総
理

大
臣
杯
争
奪
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
は
、「
極
め
」

の
一
本
勝
負
試
合
、
一
本
勝
負
の
醍
醐
味
と
力
強
い

技
の
美
し
さ
に
溢
れ
、
感
動
し
た
す
ば
ら
し
い
大
会

で
し
た
。
選
手
の
皆
様
と
審
判
員
の
皆
様
の
健
闘
を

心
か
ら
讃
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

じ
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
心
に
刻
ん
で
い
ま
し
た
。

選
手
を
引
退
し
、
審
判
員
と
な
っ
て
か
ら
は
選
手

の
時
に
、
感
じ
た
こ
と
を
大
切
に
し
て
審
判
に
臨
ん

で
い
ま
す
。

今
年
も
桜
は
眼
に
見
え
な
い
所
で
開
花
の
準
備
を

し
て
、
美
し
く
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

染
色
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
志
村
ふ
く
み

さ
ん
が
、「
一
色
一
生
」
と
い
う
本
の
中
に
桜
の
こ
と

を
書
い
て
い
ま
す
。

折
々
粉
雪
の
舞
う
三
月
の
小
倉
山
の
麓(

ふ
も
と)

で

桜
の
枝
を
切
っ
て
い
る
老
人
と
出
会
い
、
枝
を
い
た

だ
い
て
帰
り
、
早
速
煮
出
し
て
染
め
て
み
ま
す
と
、

ほ
ん
の
り
し
た
樺
桜
の
よ
う
な
桜
色
が
染
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
た
ま
た
ま
九
月
の
台
風
の
頃
、
滋
賀

県
の
方
で
桜
の
大
木
を
切
る
か
ら
と
聞
き
、
喜
び
勇

ん
で
出
か
け
、
い
た
だ
い
て
き
て
煮
出
し
て
み
る
と
、

そ
の
時
の
桜
は
三
月
の
桜
と
違
っ
て
桜
色
に
染
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
時
、
は
じ
め
て
知
っ
た
の
で
す
。

桜
が
花
を
咲
か
す
た
め
に
樹
全
体
に
宿
し
て
い
る

命
の
こ
と
を
。

桜
は
一
年
の
中
で
樹
全
体
の
中
に
そ
の
時
期
の
来

る
の
を
待
ち
な
が
ら
じ
っ
と
蓄
え
て
い
た
花
の
命
を
、

惜
し
げ
も
な
く
、
自
然
に
発
散
し
て
開
花
す
る
。

そ
の
桜
の
命
、
桜
の
精
が
桜
の
樹
木
の
中
か
ら
、

百
花
繚
乱
の
華
麗
な
姿
に
変
幻
す
る
。

そ
の
桜
の
花
こ
そ
、
桜
の
精
そ
の
も
の
の
真
実
の

姿
で
す
。

志
村
さ
ん
の
友
人
が
桜
の
花
弁
ば
か
り
集
め
て
染

森俊博（もり・としひろ）
プロフィール

昭和25年、宮城県亘理町
出身。昭和48年東北学院
大学（経済学部）卒業。
第４回全空連全日本空手
道選手権大会優勝（昭和
50年）。第21回JKA全国大
会（昭和53年）、第23回大
会優勝（昭和55年）。第３
回 IAKF世界空手道選手権
優勝（昭和55年）。師範、
総本部理事、国際理事、
政策委員。

第
三
回
　
花
の
命
・
人
の
命
・
人
の
姿
正

第53回全国大会で主審を務める筆者。



秋
の
合
宿

去
る
２
０
０
９
年

11
月
22
〜
29
日
、
毎

年
行
わ
れ
る
秋
合
宿

が
ベ
ル
ゲ
ン
を
は
じ

め
と
す
る
複
数
の
場

所
で
開
催
さ
れ
、
６

５
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
合
宿
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
最
も
大
き
な
合
宿
の
１
つ
に
数
え
ら
れ
、
Ｊ
Ｋ

Ａ
ベ
ル
ギ
ー
の
澤
田
和
弘
師
範
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
太
田
欣
信
師
範
に
加
え
、
日
本
の
総
本
部
か

ら
尾
方
弘
二
（
六
段
）、
大
隈
広
一
郎
（
五
段
）
両

師
範
が
訪
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
尽
力
し
て
下
さ
っ
た
Ｊ
Ｋ
Ａ
ノ
ル

ウ
エ
ー
の
チ
ー
フ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
ゲ
ー
ル
・

ラ
ー
シ
ェ
ン
先
生
（
六
段
）
と
シ
ャ
ー
レ
先
生
（
五

段
）
に
会
員
は
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

合
宿
は
４
日
間
、
学
生
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
午
前
、

大
人
の
部
は
午
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

通
常
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
加
え
て
、
澤
田
、
太
田

両
師
範
、
尾
方
、
大
隈
両
師
範
の
特
別
指
導
が
平
行

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

土
曜
日
に
は
尾
方
、
大
隈
両
師
範
に
よ
る
素
晴
ら

し
い
演
武
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
Ｊ
Ｋ

Ａ
が
組
手
と
型
の
演
武
を
行
い
ま
し
た
。

夜
に
は
、
晩
餐
会
が
開
催
さ
れ
、
美
味
し
い
料
理

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
４
人
の
師
範
と
親
交
を
深

め
ま
し
た
。

ま
た
４
人
に
は
、
錫
で
で
き
た
海
賊
デ
ザ
イ
ン
の

マ
グ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

日
曜
日
に
は
試
験
が
あ
り
、
約
４
５
０
名
が
そ
れ

ぞ
れ
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
東
側
に
あ
る
ク
ラ
ブ
へ

と
場
所
を
変
え
、
３
日
間
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
２
０
０
人
以
上
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。
最
終
日
に
は
昇
級
昇
段
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

翌
日
に
は
、
今
度
は
西
海
岸
へ
と
移
動
し
、
２
日

間
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
美
し
い
ホ
テ
ル
に
滞
在

し
、
尾
方
、
大
隈
両
師
範
が
大
好
き
な
釣
り
で
勝
負

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
我
々
が
毎
年
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
す

る
小
さ
な
島
に
も
行
き
ま
し
た
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
を
務
め
る
の
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
Ｊ
Ｋ
Ａ
の
ト
ッ
プ
で

す
）。そこ

で
も
弟
子
達
に
指
導
を
行
い
、
さ
ら
に
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
大
自
然
を
存
分
に
味
わ
い
尽
く
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
３
週
間
の
日
程
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
す

が
、
一
週
間
く
ら
い
に
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
時
は
瞬
く

間
に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

ま
た
尾
方
、
大
隈
両
師
範
の
指
導
は
、
全
て
の
参

加
者
に
満
足
感
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
証
拠
に
参
加

者
の
多
く
か
ら
、
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
様
な
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
総
本
部
に
感
謝

の
意
を
表
明
す
る
と
同
時
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
日
本

が
さ
ら
な
る
良
い
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
心
か

ら
望
ん
で
い
ま
す
。

（
報
告
／
Ｊ
Ｋ
Ａ
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ゲ
ー
ル
・
ラ
ー
シ
ェ
ン
）

パ
キ
ス
タ
ン
で
行
わ
れ
た
！

Ｊ
Ｋ
Ａ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

去
る
２
０
１
０
年
１
月
19
〜
22

日
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
パ
キ
ス
タ
ン
は
、
日

本
領
事
館
の
協
力
を
得
て
、
カ
ラ

チ
日
本
国
総
領
事
館
広
報
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

指
導
に
当
た
っ
た
椎
名
勝
利
先
生
（
七
段
）
は
、

型
の
世
界
王
者
で
あ
り
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
本
部
の
企
画
部
長

を
務
め
る
尊
敬
す
べ
き
先
生
で
す
。

椎
名
先
生
は
、
１
日
２
回
（
朝
・
夕
）
２
時
間
の

ク
ラ
ス
を
持
ち
、
４
日
間
で
８
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。
75
名
が
参
加
し
た
の
で
す
が
、
朝

は
大
人
、
夕
方
は
青
帯
以
上
と
レ
ベ
ル
別
に
分
け
ら

れ
ま
し
た
。

椎
名
先
生
が
持

つ
空
手
の
知
識
と

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
指
導
法
、
的

確
な
指
示
は
知
ら

ず
の
う
ち
に
我
々
の
中
で
結
び
つ
き
、
参
加
者
の
心

に
さ
ら
な
る
向
上
心
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
基
本
の
練
習
で
は
腰
の
重
要
性
を
説
き
、

全
て
の
技
術
は
全
身
の
力
を
用
い
て
行
う
と
い
う
概

念
が
完
全
に
理
解
さ
れ
る
ま
で
、
多
く
の
ド
リ
ル
を

こ
な
し
ま
し
た
。

基
本
一
本
、
自
由
一
本
と
自
由
組
手
で
は
、
カ
ウ

ン
タ
ー
の
突
き
・
蹴
り
や
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
椎
名
先
生
が
見
せ
て
く
れ
た
組
手
の
足
の

動
き
は
、
非
常
に
高
度
で
緻
密
で
し
た
。

形
の
練
習
で
は
、
基
本
と
な
る
平
安
の
形
と
選
定

形
で
あ
る
ジ
オ
ン
、
カ
ン
ク
ー
大
、
バ
ッ
サ
イ
大
、

エ
ン
ピ
を
行
い
ま
し
た
が
、
椎
名
先
生
は
そ
れ
ぞ
れ

の
ポ
イ
ン
ト
、
分
析
を
交
え
な
が
ら
指
導
し
、
さ
ら

に
鉄
騎
初
段
に
つ
い
て
も
、
詳
細
な
説
明
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
セ
ミ
ナ
ー
卒
業
証

書
が
参
加
者
に
与
え
ら
れ
た
の
で
す
が
、
満
足
感
を

覚
え
る
と
同
時
に
、
椎
名
先
生
に
強
い
感
謝
の
念
を

覚
え
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
尽
力
し
て
頂
い
た
磯
村
利
和
領
事
、
文
化
セ

ン
タ
ー
の
石
川
氏
に
も
感
謝
し
ま
す

（
報
告
／
Ｊ
Ｋ
Ａ
パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
セ
イ
ン
・
ア
リ
）

第
27
回
Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
ド

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
開
催
！

去
る
２
０
１
０
年
１
月
28
日
か

ら
２
月
２
日
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
も
有
名
な
イ
ン
ド
・
ゴ
ア
州
に

お
い
て
、
第
27
回
Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
ド
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

期
間
中
に
、
昇
段
や
資
格
審
査
を
含
む
試
験
や
セ

ミ
ナ
ー
、
全
イ
ン
ド
Ｊ
Ｋ
Ａ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
の
た
め
に
日
本
（
Ｊ
Ｋ
Ａ
本
部
）

か
ら
、
井
村
武
憲
先
生
が
訪
れ
ま
し
た
。
イ
ン
ド
へ

は
４
回
目
の
訪
問
で
あ
り
、
熱
帯
の
気
候
に
い
ち
早

く
順
応
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
ド
で
は
井
村
先
生
の
人
気
は
高
く
、

今
回
も
２
４
７
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
へ
の
参
加
を
希
望
し
ま
し
た
。

１
月
28
日
の
合
宿
初
日
の
稽
古
で
は
、
基
本
を
通

From
JKA
ノルウェー

From
JKA
パキスタン
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From
JKA
インド

様々なクラブをまわり、親睦を深めました！

尾方・大隈両師範の演武

上／パキスタンにおけ
る商業・金融の中心地
で行われたセミナーに
参加した皆さん。

左／椎名師範の指導は
4日間、日を追うごと
に参加者に畏敬の念が
芽生えていった。
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じ
て
正
し
い
姿
勢
、
フ
ォ
ー
ム
で
行
う
こ
と
を
井
村

先
生
は
繰
り
返
し
強
調
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
手

刀
打
ち
、
背
刀
打
ち
な
ど
の
開
手
技
も
練
習
し
、
半

身
、
正
面
、
逆
半
身
で
行
う
よ
う
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

次
は
、
蹴
り
の
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
前
蹴
り
、
廻
し

蹴
り
、
後
ろ
蹴
り
な
ど
を
数
百
回
蹴
っ
た
後
、
そ
れ

を
進
化
さ
せ
、
い
か
に
応
用
さ
せ
る
か
を
二
人
組
と

な
っ
て
学
び
ま
し
た
。

１
月
29
日
（
２
日
目
）
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
参

加
者
に
井
村
先
生
の
新
た
な
一
面
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
で
し
た
。

大
部
分
の
人
々
が
井
村
先
生
が
型
の
世
界
王
者
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
組
手
に
お
い
て

も
、
素
晴
ら
し
い
能
力
と
深
い
知
識
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
由
一
本
と
自
由
組
手
の
練
習
に
移
っ
た
と
き
、

我
々
は
こ
の
点
に
気
づ
い
た
の
で
す
。
井
村
先
生
は
、

間
合
い
や
足
運
び
の
誤
り
を
指
摘
し
、
目
標
に
対
し

て
、
集
中
す
る
方
法
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
の
練
習
は
、
白
帯
か
ら
四
段
ま
で
の
レ

ベ
ル
に
関
係
な
く
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
後
、

井
村
先
生
か
ら
高
段
者
限
定
で
ソ
ウ
チ
ン
を
学
び
ま

し
た
。
こ
れ
は
以
前
に
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
い
た
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
後
に
教
え
ら
れ
た
ソ
ウ
チ
ン
立
ち
で
、

基
本
を
行
い
ま
し
た
。

合
宿
最
終
日
で
あ
る
１
月
30
日
の
前
半
は
、
細
か

な
部
分
ま
で
説
明
が
行
き
届
い
た
バ
ッ
サ
イ
大
、
ジ

オ
ン
と
ジ
ッ
テ
の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

型
の
後
は
初
日
に
行
っ
た
組
手
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

参
加
者
全
員
で
行
い
、
間
合
い
、
目
標
、
タ
イ
ミ
ン

グ
、
残
心
の
強
調
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
に
技
術
資
格
取
得
セ
ミ
ナ
ー
は
開
催
さ
れ
、

昇
段
と
資
格
審
査
が
続
き
ま
し
た
。
多
く
の
者
が
参

加
し
た
た
め
、
ジ
ュ
ニ
ア
と
子
供
の
グ
ル
ー
プ
を
担

当
し
て
い
た
ア
ナ
ン
ド
・
ラ
ト
ナ
先
生
が
井
村
先
生

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
３
日
間
の
情
熱
に
満
ち
た
井
村
師
範
の

指
導
は
終
わ
り
ま
し
た
。

最
後
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
終
わ
っ
た
と
き
、
参
加

者
全
員
が
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
ま
た
純
粋
な
Ｊ
Ｋ

Ａ
の
空
手
を
学
び
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド
Ｊ
Ｋ
Ａ
の
絆

を
深
め
る
親
密
な
関
係
を
築
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。ま

た
第
27
回
全
イ
ン
ド
Ｊ
Ｋ
Ａ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

は
、
２
０
１
０
年
１
月
31
日
に
始
ま
り
、
２
月
２
日

に
終
わ
り
ま
し
た
。
３
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
４
３

２
人
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果
の
詳
細
は
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
Ｉ
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.jkaindia.org

O
ss

の
上
で

確
認
し
て
下
さ
い
。

（
報
告
／
Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
ド
、
ア
ナ
ン
ド
・
ラ
ト
ナ
）

Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
ド
合
宿

去
る
２
０
１
０
年
２
月
８
〜

10
日
、
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ
で
行

わ
れ
た
Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
ド
の
合
宿
に

て
、
総
本
部
か
ら
訪
れ
た
大
隈
広

一
郎
先
生
が
、
私
た
ち
に
新
鮮
な

驚
き
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

日
本
空
手
協
会
の
奥
深
い
技
術
を
、「
私
も
で
き

る
の
で
は
？
」
と
初
心
者
に
錯
覚
さ
せ
る
く
ら
い
の

簡
単
な
言
葉
と
動
き
だ
け
で
、
参
加
者
全
員
を
理
解

さ
せ
、
満
足
感
を
与
え
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

初
日
は
、
腰
の
回
転
に
つ
い
て
の
指
導
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
腰
に
関
し
て
は
合
宿
を
通
じ
て
、
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
た
部
分
で
す
。
自
然
体
か
ら
半
月
立
ち
、

前
屈
立
ち
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
技
術
の
移
り
変
わ

り
や
ス
タ
ン
ス
に
応
じ
て
、
重
心
を
移
動
さ
せ
、
収

縮
と
伸
張
を
活
か
す
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
実
践
し
て
い
る
間
は
、
地
面

を
掴
む
よ
う
に
強
く
立
ち
続
け
る
こ
と
な
ど
の
注
意

を
受
け
ま
し
た
。

２
日
目
は
平
安
の
形
と
分
解
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

前
日
の
腰
の
回
転
や
収
縮
と
伸
張
を
活
か
す
こ
と
が

前
提
で
す
。

鉄
馬
初
段
の
重
要
な
部
分
で
あ
る
波
返
し
に
も
多

く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
、
移
動
に
関
す
る
際
の
重
心

移
動
や
両
足
の
使
い
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
最
初
の
30
分
復
習
を
行
っ
た
後
、
自

由
組
手
の
ス
ピ
ー
ド
を
磨
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。

そ
れ
が
終
わ
る
と
、
二
人
組
と
な
っ
て
整
列
し
、

刻
み
突
き
や
追
い
突
き
を
行
い
ま
し
た
。
組
手
の
リ

ズ
ム
や
足
捌
き
、
フ
ェ
イ
ン
ト
や
相
手
を
誘
う
た
め

の
技
術
を
磨
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
昇
級
昇
段
試
験
で
は
、
10
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
で
良
い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。Tapan

D
eka

氏
は
二
段
、A

bhishek
Pai

氏
は

三
段
と
な
り
ま
し
た
。

３
日
間
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、
優
し
く
、

そ
し
て
厳
し
く
指
導
し
て
下
さ
っ
た
大
隈
先
生
か
ら

我
々
は
５
つ
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

①
姿
勢
を
真
っ
直
ぐ

②
動
い
て
い
る
と
き
も
正
中
線
を
守
る

③
体
の
収
縮

④
正
し
い
腰
の
使
い
方

⑤
空
手
道
精
神

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
大
隈
先
生
を
送
っ
て
頂
い

た
総
本
部
に
も
感
謝
の
意
を
表
明
し
ま
す
。
ま
た
来

年
大
隈
先
生
と
お
会
い
す
る
こ
と
、
そ
し
て
日
本
と

イ
ン
ド
の
良
い
関
係
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と
を
心

か
ら
望
ん
で
お
り
ま
す
。

（
報
告
・
Ｊ
Ｋ
Ａ
イ
ン
ド
、M

ilan
Trivedi

）

From
JKA
インド

4回目の訪問となったインド。

JKAインドの中心人物と大隈師範。

子供に大人気の大隈師範。
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研
修
生
と
大
学
生
の
文
武
両
道
の
両
立
。
そ
の

苦
労
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
周

囲
に
は
そ
ん
な
こ
と
を
微
塵
も
感
じ
さ
せ
ず
、
３

年
間
の
研
修
期
間
を
優
秀
な
成
績
で
終
え
た
。

卒
業
式
で
は
、
得
意
形
の
五
十
四
歩
小
を
演
武
。

植
木
首
席
師
範
か
ら
激
励
と
前
途
を
祝
し
た
言
葉

が
送
ら
れ
た
。

続
い
て
大
坂
副
首
席
師
範
よ
り
卒
業
証
書
が
授

与
さ
れ
た
。

緊
張
の
様
子
だ
っ
た
山
田
研
修

生
も
、
指
導
員
代
表
と
し
て
栗
原

指
導
員
か
ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た

と
き
に
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
皆
か

ら
拍
手
喝
采
で
祝
福
さ
れ
た
。

若
干
21
歳
、
今
後
の
活
躍
に
期

待
し
た
い
。
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（報告／半崎靖雄、中達也、根本敬介）

去
る
平
成
22
年
１
月
25
〜
31
日
、
毎
年
恒
例
の

寒
稽
古
が
開
催
さ
れ
た
。

稽
古
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
８
時
。
イ
ギ
リ

ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
か
ら
の
参
加
者
も
含
め
て
、
約
１
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

皆
勤
50
年
と
な
る
関
根
光
雄
さ
ん
は
50
年
を
振

り
返
っ
て
、「
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
辛
く
は

な
か
っ
た
が
、
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
稽
古
に

来
て
も
居
づ
ら
い
感
じ
に
な
り
ま
し
た
、
し
か
し
、

指
導
員
の
み
ん
な
が
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
、
暖

か
く
迎
え
て
く
れ
た
り
し
た
の
で
毎
年
通
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
で
77
歳
に
な
り
ま
す
が
、

稽
古
着
を
着
て
道
場
に
立
て
る
こ
と
が
幸
せ
。
普

通
な
ら
邪
魔
扱
い
さ
れ
る
と
思
う
が
若
い
人
達
と

友
情
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
通
う
こ
と
が
楽
し
い
。

今
後
、
皆
が
迎
え

て
く
れ
る
限
り
、

空
手
は
続
け
ら
れ

ま
す
」
と
語
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
料
理

が
得
意
な
尾
方
弘

二
師
範
お
手
製
の

カ
レ
ー
、
お
で
ん
、

も
つ
煮
込
み
、
チ

ー
ズ
ク
ラ
ッ
カ
ー

が
振
る
舞
わ
れ
、

JKAの中心地 

総本部便り 
JKAの中心地 

総本部便り 
寒稽古に参加した皆さん。

去
る
平
成
22
年
２
月
20
日
（
土
）、
全
国
で
活

躍
さ
れ
る
師
範
会
委
員
を
対
象
と
し
た
稽
古
会
が

総
本
部
道
場
に
於
い
て
実
施
さ
れ
た
。

稽
古
に
は
43
名
が
参
加
し
、
植
木
首
席
師
範
の

指
導
に
よ
り
、
選
定
形
の
慈
恩
の
稽
古
が
重
点
的

に
行
わ
れ
た
。

ま
ず
は
各
挙
動
の
細
部
に
わ
た
る
説
明
と
質
疑

応
答
が
あ
り
、
そ
の
実
技
を
何
度
も
身
に
付
く
ま

で
繰
り
返
す
と
と
も
に
、
先
生
は
「
技
の
つ
な
ぎ
」

に
つ
い
て
の
大
切
さ
を
説
き
、「
緩
急
」
に
つ
い

て
具
体
的
な
指
導
と
稽
古
が
行
わ
れ
た
。

洗
練
さ
れ
た
気
迫
の
こ
も
っ
た
指
導
に
、
師
範

会
員
は
空
手
家
の
手
本
と
な
る
姿
勢
で
全
員
が
真

剣
に
稽
古
に
取
り
組
み
、
技
術
の
研
鑽
に
汗
を
流

し
た
。
稽
古
後
は
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

去
る
平
成
22
年
３
月
３
日
（
水
）、
総
本
部
道

場
に
て
、
山
田
小
百
合
研
修
生
の
卒
業
式
が
行
わ

れ
た
。
山
田
研
修
生
は
新
潟
の
高
校
を
卒
業
後
し

上
京
。
専
修
大
学
経
済
学
部
に
入
学
と
同
時
期
に

空
手
協
会
兼
任
研
修
生
と
し
て
入
所
し
た
。

山
田
小
百
合
研
修
生
、卒
業
式

Ｊ
Ｋ
Ａ
寒
稽
古
開
催
！

Ｊ
Ｋ
Ａ
師
範
会
稽
古
行
わ
れ
る

精勤50年／関根光雄、皆勤31年／榎本末子、皆勤
12年／猪俣和男、皆勤7年／Richards Raymundo、
皆勤6年／山本哲夫、皆勤5年／佐々木潔・田中浩
平、皆勤4年／青柳琢・安藤武男・Tony Cronk・
Martin Dobson・Frank Pitt、Nathan Quigley、皆
勤3年／石井克己・渡邊まり子、皆勤2年／Peter
Zimmatore、佐藤允子、Steve、布施木智之、皆勤
1年／イザベル、マシアス　ブリッタスノード、
David Paulus、Daniel Walsh、Shahinaz pelter、
David Oarrington、Sidra Shah、細野喜久、宮前繁、
ペトロニオ、長原、Vinicius Aguiar

神社まで走ります！

師範会稽古に参加した皆さん。
選
定
形
の
慈
恩
の
稽
古
。

ニッコリ微笑む山田研修生。

五十四歩小の演武。

「昔はがんばれと言われたが、最近は無理しないでと声を掛け
られる。皆が想ってくれていることがうれしい」と語る皆勤
50年の関根光雄さん（写真左から3番目）。

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

大
坂
副
首
席
師
範
の
乾
杯
の
後
、
植
木
首
席
師

範
が
「
昔
か
ら
朝
早
く
練
習
す
る
と
、
体
が
丈
夫

に
な
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
10
時
く
ら
い
に
納

会
が
終
了
し
、
会
員
は
帰
途
に
就
き
ま
し
た
。
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去
る
４
月
16
日
（
木
）
〜
19
日
（
日
）、
総
本
部
道

場
に
お
い
て
、
春
季
国
内
外
全
国
合
同
合
宿
が
開

催
さ
れ
、
国
内
か
ら
約
３
０
０
名
、
海
外
か
ら
約

１
５
０
名
参
加
し
た
。

こ
の
合
宿
の
目
的
は
、
世
界
お
よ
び
全
国
都
道

府
県
会
員
の
技
術
の
統
一
を
目
的
と
し
て
お
り
、

内
容
を
大
き
く
分
け
る
と
次
の
３
つ
。

研
修
生
ら
し
く
、
一
生
懸
命
努
力
し
、
先
生
や

先
輩
方
か
ら
毎
日
の
稽
古
の
中
で
何
か
を
得
て
勉

強
し
ま
す
。

Ｑ
読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
　

素
直
に
学
び
、
謙
虚
な
心
で
向
上
心
を
持
っ
て

頑
張
り
ま
す
。

②
椎
名
舞
（
し
い
な
・
ま
い
）

１
９
８
７
年
２
月
23
日

生
／
千
葉
県
出
身
。
拓

殖
大
学
卒
。
主
な
戦
績

は
、
第
50
回
内
閣
総
理

大
臣
杯
全
国
大
会
組
手

３
位
、
関
東
学
生
３
位
、
関
東
体
重
別
優
勝
。

Ｑ
入
所
の
理
由
は
？

知
識
も
技
術
も
本
物
の
空
手
を
学
び
、
も
っ
と

強
く
な
り
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ
入
所
試
験
は
？

緊
張
し
た
し
、
覚
悟
を
し
ま
し
た
。

Ｑ
今
後
の
目
標
は
？

形
も
組
手
も
優
賞
で
き
る
様
な
選
手
に
な
り
た

い
で
す
。

Ｑ
読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
？

研
修
生
と
し
て
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
研
修
生
入
所
式
が
４
月
１
日
（
木
）

（
社
）
日
本
空
手
協
会
総
本
部
に
て
行
わ
れ
た
。

今
年
入
所
し
た
研
修
生
は
上
田
大
介
（
青
山
学

院
）、
椎
名
舞
（
拓
殖
大
学
）
の
二
名
。
入
所
式

で
は
辞
令
後
、
研
修
生
に
よ
る
気
迫
の
こ
も
っ
た

形
の
演
武
が
行
わ
れ
た
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
研
修
生
の
略
歴
は

次
の
通
り
。

①
上
田
大
介
（
う
え
だ
・
だ
い
す
け
）

１
９
８
６
年
６
月
19
日

生
・
福
岡
県
出
身
。
青

山
学
院
卒
。
主
な
戦
績

は
関
東
学
生
組
手
ベ
ス

ト
８
、
形
２
位
。

Ｑ
入
所
の
理
由
は
？

憧
れ
の
先
生
方
の
よ
う
な
空
手
を
し
た
い
と
い

う
目
標
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ
入
所
試
験
は
？

自
分
の
力
の
な
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
、
一
か
ら

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ
今
後
の
目
標
は
？

Ｊ
Ｋ
Ａ
研
修
生
入
所
式

空
手
協
会
最
大
の
人
数
が
集
ま
る
！

①
技
術
講
習
会
②
昇
段
審
査
（
四
段
以
上
）
③

資
格
審
査
（
指
導
・
審
判
Ａ
〜
Ｂ
以
上
、
審
査
Ａ

〜
Ｃ
以
上
）。
弐
段
以
上
な
ら
ば
、
参
加
資
格
が

あ
る
。

メ
ニ
ュ
ー
は
午
前
・
午
後
に
講
習
会
が
一
回
ず

つ
行
わ
れ
（
計
７
回
）
、
平
行
し
て
、
昇
段
審

査
・
資
格
審
査
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
17
日
に
は
、
全
国
お
よ
び
世
界
会
員
相
互

の
親
睦
を
は
か
る
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

翌
日
に
行
わ
れ
た
午
前
中
の
練
習
で
は
、
①
ス

ト
レ
ッ
チ
（
20
分
）
②
基
本
（
15
分
）
③
組
手

（
30
分
）
④
型
／
五
十
四
歩
大
・
二
十
四
歩
が
行

わ
れ
、
午
後
12
時
に
閉
会
式
を
終
え
た
。

春
季
国
内
外
全
国
合
同
合
宿

６段以上の皆さん。

２～３段以上の皆さん。 ４～５段以上の皆さん。

特別審査権に合格した皆さん。

型の講習会の練習風景。
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●
指
導
員
が
直
接
指
導

一
日
目
（
２
月
６
日
）
に
行
わ
れ
た
合
同
稽
古

会
に
は
、
約
１
０
０
名
の
高
校
生
が
参
加
。

形
（
観
空
小
、
壮
鎮
）
は
谷
山
卓
也
師
範
と

志
水
亮
介
指
導
員
、
男
子
組
手
は
猪
越
悠
介
指

導
員
と
忠
鉢
考
治
指
導
員
、
女
子
組
手
は
高
橋

優
子
指
導
員
と
山
田
小
百
合
研
修
生
が
そ
れ
ぞ

れ
担
当
。

ま
た
二
日
目
（
７
日
）
の
交
流
試
合
に
は
、

北
は
青
森
（
青
森
北
）
か
ら
南
は
宮
崎
（
宮
崎

第
一
）
ま
で
、
29
校
の
強
豪
校
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

春
の
全
国
セ
ン
バ
ツ
を
控
え
、
交
流
試
合
と
は

い
え
充
実
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

な
お
交
流
試
合
は
団
体
組
手
で
争
わ
れ
、
男

子
５
リ
ー
グ
、
女
子
３
リ
ー
グ
に
分
か
れ
て
予

選
と
な
る
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、
そ
の
上
位
校

に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
雌
雄
を
決
す
る
。

男
子
の
決
勝
は
、
世
田
谷
学
園
（
東
京
）
と

宮
崎
第
一
（
宮
崎
）
が
対
戦
。
先
鋒
戦
は
、
中

村
建
太
（
宮
崎
第
一
）
が
終
盤
に
上
段
蹴
り
で

逆
転
し
、
ま
ず
は
宮
崎
第
一
が
先
手
を
と
る
。

し
か
し
、
次
鋒
戦
で
鳴
島
由
貴
（
世
田
谷
学

園
）
が
取
り
返
す
と
、
中
堅
戦
も
小
原
健
太
郎

（
世
田
谷
学
園
）
が
鋭
い
飛
び
込
み
上
段
突
き
で

勝
利
し
、
２
連
勝
し
た
世
田
谷
学
園
が
王
手
を

か
け
る
。

宮
崎
第
一
も
副
将
の
森
暁
斗
（
宮
崎
第
一
）
が

勝
利
し
て
大
将
戦
に
つ
な
い
だ
が
、
そ
の
大
将

戦
で
は
高
崎
隆
至
（
世
田
谷
学
園
）
が
引
き
込
む

よ
う
な
上
段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
連
取
。
対
戦

ス
コ
ア
３
│
２
で
勝
利
し
た
世
田
谷
学
園
が
関
東

セ
ン
バ
ツ
に
続
き
、
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

女
子
は
常
葉
学
園
菊
川
（
静
岡
）
と
の
静
岡

決
戦
を
制
し
た
御
殿
場
西
（
静
岡
）
が
優
勝
。

男
子
で
も
３
位
入
賞
し
た
御
殿
場
西
・
細
谷
真

人
監
督
は
「
１
月
の
桃
太
郎
杯
で
は
男
女
と
も

に
ベ
ス
ト
８
ど
ま
り
。
そ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず

練
習
し
て
き
た
こ
と
が
こ
の
結
果
に
つ
な
が
っ

た
。
今
後
も
ウ
チ
ら
し
い
元
気
で
明
る
く
積
極

的
な
空
手
を
貫
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

▲男子 ①世田谷学園（東京）②宮崎第一（宮崎）③御殿場西（静岡）④横浜創学館Ａ（神奈川）⑤横浜創学館Ｂ（神奈川）
⑤東洋大学附属牛久（茨城）⑤花咲徳栄（埼玉）⑤高崎経済大学附属（群馬）⑨常葉学園菊川（静岡）⑨東京都市大学塩尻（長野）
▲女子 ①御殿場西（静岡）②常葉学園菊川（静岡）③東洋大学附属牛久（茨城）④浜松開誠館（静岡）⑤横浜創学館（神奈川）
⑤青森北（青森）⑤花咲徳栄（埼玉）⑤岐阜商業（岐阜）⑨宮崎第一（宮崎）

去
る
２
月
６
〜
７
日
、
Ｂ
ｕ
ｍ
Ｂ
東
京
ス
ポ
ー
ツ
文
化
館
に
お
い
て
、
高
校
生
合
同
稽
古
会
兼
交
流
試
合
が
行
わ
れ
た
。

初
日
の
合
同
稽
古
会
で
は
同
総
本
部
指
導
員
に
よ
る
講
習
が
行
わ
れ
、
二
日
目
の
交
流
試
合
に
は
全
国
の
強
豪
校
が
多
数
参
加
し
た
。

上／対戦スコア2－2で迎えた男子決勝の大将
戦、高崎隆至（世田谷学園／右）が引き込む
ような上段突きでポイントを連取し、5－1で
勝利。この瞬間、世田谷学園の優勝が決定。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

男
子
・
世
田
谷
学
園
＆
女
子
・
御
殿
場
西
、激
戦
を
制
す
!!

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｕ
Ｌ
Ｔ

日
時
●
２
０
１
０
年
２
月
６
日
、
７
日

会
場
●
Ｂ
ｕ
ｍ
Ｂ
東
京
ス
ポ
ー
ツ
文
化
館

主
催
●
社
団
法
人
日
本
空
手
協
会
総
本
部

交流試合参加校（順不同）

世田谷学園（東京）、御殿場西（静岡）、
東洋大学附属牛久（茨城）、拓殖大学
紅陵（千葉）、宮崎第一（宮崎）、岐阜
商業（岐阜）、栄北（埼玉）、浜松開
誠館（静岡）、花咲徳栄（埼玉）、目
黒学院（東京）、敬愛学園（千葉）、
横浜創学館（神奈川）、常葉学園菊川
（静岡）、麗澤（千葉）、錦城（東京）、
松商学園（長野）、松本第一（長野）、
日本大学鶴ヶ丘（東京）、少年工科学
校（神奈川）、日本大学明誠（山梨）、
秋田工業（秋田）、青森北（青森）、
星城（愛知）、埼玉栄（埼玉）、高崎
経済大学附属（群馬）、山梨学院
（山梨）、東京都市大学塩尻（長野）、
作新学園（栃木）、関東第一（東京）

男
子
・
世
田
谷
学
園
＆
女
子
・
御
殿
場
西
、激
戦
を
制
す
!!

上／男子決勝の先鋒戦は、上段蹴りを極めた
中村建太（宮崎第一）が4－3で逆転勝利。

右
／
女
子
決
勝
の
中
堅
戦
は
、
金
子
悠
里
（
御
殿
場
西
）

が
４
│
０
で
勝
利
し
、
御
殿
場
西
の
優
勝
に
貢
献
。

二日目の交流試合には全国から29の強豪校が参加。

男子で優勝の栄冠に輝いた世田谷学園
（東京）。関東センバツに続く優勝。

第4回高
校生合同

稽古会兼
交流試合

男子で準優勝となった宮崎第一（宮崎）。

女子で準優勝となった常葉学園菊川
（静岡）。

表彰式で高校生たちの健闘
を称える大坂可治師範（左）、
中達也師範（中）、谷山卓也
師範（右）。

女子で優勝の栄冠に輝いた御殿場西（静
岡）。「金子悠里がチームをよくまとめて
くれている」と細谷真人監督。

高校生を指導する中
達也師範。

主審を務める志水亮
介指導員。

男子3位入賞・御殿場西
（静岡）

男子4位・横浜創学館A（神
奈川）

女子3位入賞・東洋大学附
属牛久（茨城）

女子4位・浜松開誠館（静岡）

男子5位・横浜創学館
B（神奈川）

男子5位・東洋大学附
属牛久（茨城）

男子5位・高崎経済大
学附属（群馬）

男子5位・花咲徳栄
（埼玉）
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特
　
集

大
　
会

キ
ッ
ズ

情
　
報

●小学生5・6年男子 ①大塚康平（足利西）②佐藤大揮（宇都宮）
③鈴木崚真（小山）⑤石内奨生（足利西）、細井翔太（宇都宮）、
周東伸也（足利西）、岡山悠宇（小山）、笹沼雅憲（小山）

●小学生5・6年女子 ①米良寿々乃（宇都宮）②後藤実久（西那
須野）③金久保多恵（西那須野）⑤米良美々乃（宇都宮）、田代
菜々伽（大田原）、茂呂田美音（足利）、川原亜壬（高根沢）、細井
里菜（宇都宮）

●小学生5・6年（自由一本組手）①佐藤省吾（黒羽）②金井春（足
利）③吉本あゆみ（宇都宮）⑤伊藤綾（宇都宮）、熊崎堅也（那須）、
小林巧弥（大田原）、小倉佳奈（県本部）、大野陽平（大田原）

●中学生男子 ①安達修平（宇都宮）②佐藤洸太（宇都宮）③瀧澤
俊介（足利）⑤千葉瞭介（宇都宮）、若竹慶則（小山）、川島健司
（足利）、大田迪広（小山）、近藤祥太（足利）
●中学生女子 ①高木瑞季（黒羽）②後藤優依（西那須野）③伊藤
茜（西那須野）⑤田村歩（西那須野）

●高校生男子 ①小倉弘大（真岡）②吉澤鳳倭（小山高専）③堀田
直哉（那須）⑤安達純平（宇都宮）

●一般男子 ①菊地祥宏（足工大OB）②石森亮太（国際福祉大）
③橋本泰志（足工大OB）⑤田辺陽邦（自治医大）、藤田剛士（帝
京大）、箕輪優太（小山高専）、貴田農士（大田原）、岡田忠雄（高
根沢）

●一般女子 ①町田千尭（宇都宮）②吉澤翠和乃（小山高専）③滝
澤歩（作新）⑤江連理奈（作新） 、石崎未沙（国際福祉大）、岩
田真央（小山）、鳥羽昭子（足利西）、中澤英里（自治医大）

●一般団体 ①自治医科大A ②自治医科大B ③国際医療福祉大

●小学生1・2年 ①六本木武琉（宇都宮）②近藤祐樹（足利西）
③田村渉馬（宇都宮）④米良幸々乃（宇都宮）⑤大野陽人（大田原）
⑥福田光成太（真岡）⑦神長陸斗（西那須野）⑧山海璃（黒磯）

●小学生3・4年男子 ①大塚祥平（足利西）②米良裕一郎（宇都宮）
③周東樹生（足利西）④富田龍弥（西那須野）⑤杣木達哉（宇都
宮）⑥前原輝（足利）⑦綱川舜弥（高根沢）⑧堀田翔平（宇都宮）

●小学生3・4年女子 ①岸美聡（小山）②恩田芽衣（栃木）③立澤
吏穏（足利西）④黒田史音（黒羽）⑤君島美祈（西那須野）⑥田
村歩生（宇都宮）⑦法橋唯（県本部）⑧篠原宇宙（栃木）

●小学生5・6年男子 ①鈴木崚真（小山）②大塚康平（足利西）
③益子耀（大田原）④瀬古龍生（那須）⑤井翔太（宇都宮）⑥高
久葵（さくら）⑦石内奨己（足利西）⑧藤大揮（宇都宮）

●小学生5・6年女子 ①米良寿々乃（宇都宮）②後藤実久（西那
須野）③金久保多恵（西那須野）④米良美々乃（西那須野）⑤川
原亜壬（高根沢）⑥細井里菜（宇都宮）⑦茂呂田美音（足利）⑧
亀田芽美（宇都宮）

●中学生男子 ①安達修平（宇都宮）②樫村啓司（足利）③瀧澤俊
介（足利）④佐藤洸太（宇都宮）⑤川島健司（足利）⑥千葉瞭介
（宇都宮）⑦大平健吾（黒磯）⑧須永王磨（宇都宮）
●中学生女子 ①高木瑞季（黒羽）②岡部真依（宇都宮）③後藤優
依（西那須野）④田村歩（西那須野）⑤田村涼（西那須野）⑥薄
井悠（高根沢）⑦増田美紀（足利西）⑧伊藤茜（西那須野）

●高校生男子　①安達純平（宇都宮）②小倉弘大（真岡）③松田祥
和（高根沢）④吉澤鳳倭（小山高専）⑤堀田直哉（真岡）⑥熊倉
諒（小山高専）⑦大阿久善仁（小山高専）⑧田崎恭平（真岡）

●一般男子 ①菊地祥宏（足工大OB）②箕輪優太（小山高専）
③宮前繁（陵空塾）④後藤久幸（西那須野）⑤江藤宏幸（自治医
大）⑥田辺陽邦（自治医大）⑦山中陽介（自治医大）⑧橋本泰志
（足工大OB）
●一般女子 ①岩田真央（小山）②町田千尭（宇都宮）③高木菜々
（黒羽）④杉野あきほ（作新）⑤中澤英里（自治医大）⑥鳥羽昭子
（足利西）⑦石崎美沙（国際福祉大）⑧武藤彩香（国際福祉大）
●小学生低学年団体 ①宇都宮支部A ②足利西　③宇都宮支部B 
●小学生高学年団体 ①宇都宮支部A ②足利西　③宇都宮支部B

●少年支部対抗戦 ①宇都宮　②足利西　③黒羽

●小学校低学年男女 ①橋本成矢（三重・久居松阪）②滝川　翔
（愛知・名古屋中川）③各務弘一（愛知・名古屋中川）、勝又大介
（静岡・御殿場西）
●小学3年生男子 ①前畑　州（三重・三雲）②鈴木恵悟（静岡・
藤枝中央）③鷲津完汰（愛知・尾張）、斎藤真翔（静岡・修善寺）

●小学3年生女子 ①中倉馨多（静岡・修善寺）②山本麻妃呂（静
岡・沼津）③右城沙也花（三重・四日市南）、高田瑠華（静岡・
静岡西奈）

●小学4年生男子 ①山本湧太（三重・四日市南）②岩本雄勢（三
重・熊野阿田和）③川島伶於（三重・四日市川越）、村田有弥
（静岡・大井川）
●小学4年生女子 ①大河舞名花（静岡・沼津）②水谷瑞己（三
重・四日市川越）③寺尾　海（静岡・舞阪）、山田百華（岐阜・
岐東）

●小学1年生以下男女 ①茨木琉之介（稲美）②鈴木早香（稲美）
③多田香凛（神戸中央）、川村壮（コナミ新長田）

●小学2年生男女 ①中埜香歩（神戸中央）②舛賀陽大（神戸中央）
③福田壮一朗（神戸中央）、 祉 （神戸中央）

●小学3年生女子 ①大辻菜々美（稲美）②安藤菜々子（筑紫が丘）
③足立緋彩（西脇）

●小学3年生男子 ①中西駿輔（稲美）②茨木颯介（稲美）
③樋口紘輝（神戸中央）

●小学4年生女子 ①木下さくら（コナミ東加古川）②中埜夕希
（神戸中央）③石津朱美（稲美）
●小学4年生男子 ①三尾浩輔（神戸中央）②新田琉偉（神戸中央）
③六倉輝拓（神戸中央）

●小学5・6年生女子 ①三尾遥（神戸中央）②戸田雪菜（西脇）
③神谷祐衣（コナミ東加古川）

●小学5年生男子 ①好川和真（六甲）②中井隆人（六甲）
③西口拓（東灘）

●小学6年生男子 ①木下慎一郎（コナミ東加古川）②小泉勇貴
（コナミ東加古川）③櫻井宣充（西脇）
●中学生女子 ①神田麻那（コナミ東加古川）② 彩（西脇）
③大西里味（稲美）

●中学生男子 ①角田稜介（明石）②西口遼（東灘）③浦野寛太郎
（コナミ東加古川）
●一般級女子　①神田早苗（稲美）②菅麻友子（六甲）③浦野ゆかり
（稲美）
●一般級男子 ①大内秀一（西脇）②中川貴志（六甲）③木村勇
（神戸学院）
●一般女子 ①岡 ゆかり（東灘）②渡邊照子（六甲）③吉澤祐子
（六甲）
●一般男子 ①小幡直人（明石）②川井晋介（長田）③廣岡啓二
（西脇）

●小学1年生以下男女 ①多田香凛（神戸中央）②今富花怜（神戸
中央）③鈴木早香（稲美）、大田美緒（神戸中央）

●小学2年生男女 ①金澤夢愛（西脇）②中埜香歩（神戸中央）
③舛賀陽大（神戸中央）、仙石曹（コナミ新長田）

●小学3年生女子 ①大辻菜々美（稲美）②村木ひなた（筑紫が丘）
③足立緋彩（西脇）、安藤菜々子（筑紫が丘）

●小学3年生男子　①中西駿輔（稲美）②高岸優陽（西脇）
③青木崚祐（神戸中央）、吉田眞大（神戸中央）

●小学4年生女子 ①石津朱美（稲美）②木下さくら（コナミ東加
古川）③中埜夕希（神戸中央）、多田卯蘭（神戸中央）

●小学4年生男子 ①三尾浩輔（神戸中央）②新田琉偉（神戸中央）
③六倉輝拓（神戸中央）、内橋優輝（西脇）

●小学5・6年生女子 ①三尾遥（神戸中央）②神谷祐衣（コナミ東
加古川）③高尾希美（神戸中央）、 祥（西脇）

●小学5年生男子　①村上龍之介（西脇）②鳥井竣介（西脇）
③杉本貴悠（西脇）、青木嶺児（神戸中央）

●小学6年生男子 ①櫻井宣充（西脇）②小泉勇貴（コナミ東加古
川）③藤原充生（西脇）、木下慎一郎（コナミ東加古川）

●中学生女子 ①戸田さくら（西脇）②神野愛穂（西脇）③田野江
梨奈（西脇）、神田麻那（コナミ東加古川）

●中学生男子 ①角田稜介（明石）②森本隆哉（明石）③網代将承
（明石）、西口遼（西灘）
●高校生男子　①櫻井徹大（西脇）②正木宏幸（神戸学院）
③長田翔太郎（神戸学院）、木村勇（神戸学院）

●一般級男子　①小林卓真（神戸学院）②奥野宏（神戸中央）
③平島正博（兵庫県大）、中川貴志（六甲）

●一般女子　①岡 ゆかり（東灘）②田浦加代女（神戸中央）
③川西弘子（明石）、中埜夕香里（神戸中央）

●一般男子　①小幡直人（明石）②廣岡啓二（西脇）③高木浩
（西宮）、川井晋介（長田）

●小学生1・2年 ①近藤祐樹（足利西）②加藤聖二（足利西）
③鈴木月桂（宇都宮）⑤六本木武琉（宇都宮）田村渉馬（宇都宮）、
一樂周平（宇都宮）、藤田永心（栃木）、神長陸斗（西那須）

●小学生3・4年男子 ①富田龍弥（西那須野）②大塚祥平（足利西）
③周東樹生（足利西）⑤米良裕一郎（宇都宮）、福田光瑠（真岡）、
杣木達哉（宇都宮）、鹿野碧生（小山）、清水敬（大田原）

●小学生3・4年女子 ①黒田史音（黒羽）②小笠原果林（栃木）
③岸美聡（小山）⑤恩田芽衣（栃木）上野沙樹（真岡）、君島美祈
（西那須野）、立澤吏穏（足利西）、阿久津ももこ（真岡）
●小学生3・4年（自由一本組手） ①堀田翔平（宇都宮）②松崎銀
斗（足利）③篠原宇宙（栃木）⑤柴田菜々（宇都宮）、菱川桃子
（宇都宮）、田村歩生（宇都宮）、小野秀晃（高根沢）、吉田大輝
（宇都宮）

第39回兵庫県空手道選手権大会
平成22年4月25日　兵庫県立武道館　主催／社団法人日本空手協会兵庫県本部

形

●小学5年生男子 ①渡邉龍翔（静岡・沼津）②鈴木健介（静岡・
御殿場西）③山本隼（静岡・榛原）、高橋邦之（静岡・沼津）

●小学5年生女子 ①高橋可愛（静岡・沼津）②瀧本真悠（静岡・
青南）③渡辺里花（静岡・御殿場西）、渡邉里菜（静岡・修善寺）

●小学6年生男子 ①橋本有矢（三重・久居松阪）②日浦丈（三重・
熊野阿田和）③小野日向（静岡・駿河）、大原一真（静岡・榛原）

●小学6年生女子 ①彦坂美羽（静岡・浜北）②石田莉佳子（三重・
四日市南）③瀬戸望都（岐阜・笠松）、一杉菜々子（静岡・沼津）

●中学1年生男子 ①宮下勇人（静岡・沼津）②大谷純平（静岡・
静岡城西）③木田直希（岐阜・郡上）、飯田恵也（静岡・細江）

●中学1年生女子 ①福澤里央（静岡・浜松開誠）②高橋侑希（静
岡・静岡北高）③浦上聖加（静岡・富士学校）曽我くるみ（静
岡・細江）

●中学2年生男子 ①掃詰開士（三重・尾鷲）②大道健太（三重・
久居松阪）③松浦宏樹（静岡・富士宮）、飯塚雄真（静岡・青南）

●中学2年生女子 ①村松恋菜（静岡・浜松開誠）②伊澤まどか
（静岡・浜北）③伊藤優衣（三重・四日市南）、石丸友梨（静岡・
西伊豆）

●中学3年生男子 ①山下僚也（三重・四日市南）②一戸爽駿（三
重・四日市川越）③白井太地（静岡・沼津）、山本勇輔（静岡・沼津）

●中学3年生女子 ①加藤胡桃（静岡・浜松開誠）②福沢真央（静
岡・浜松開誠）③紅林明星（静岡・青南）、永野椎渚（静岡・藤
枝中央）

●高校生男子 ①山本智哉（静岡・御殿場西）②大沢侑矢（静岡・
駿河）③小池麻琴（静岡・浜松開誠）、一杉祐斗（静岡・沼津）

●高校生女子 ①大石紋那（静岡・浜松開誠）②伊藤玲奈（三重・四
日市南）③鈴木佐友里（静岡・浜松開誠）、増田真子（静岡・青南）

●一般男子 ①清水克彦（静岡・浜北）②横山拓磨（静岡・駿河）
③花 了光（愛知・愛知学院本校）、鳥羽智史（静岡・浜松中央）

●一般女子 ①原田彩未（愛知・愛知学院本校）②二村智代（愛
知・愛知学院本校）③長谷紗矢香（静岡・浜松）、藤原里帆（愛
知・愛知学院本校）

●小学校低学年男女 ①筋田沙季（岐阜・郡上）②滝川　翔（愛
知・名古屋中川）③小林諄也（愛知・岡崎）

●小学3年生男子 ①前畑　州（三重・三雲）②高村　晴（三重・
白山）③鈴木恵悟（静岡・藤枝中央）

●小学3年生女子 ①山本麻妃呂（静岡・沼津）②中倉馨多（静
岡・修善寺）③大塚悠菜（静岡・竜洋）

●小学4年生男子 ①江崎　龍（岐阜・岐北）②佐藤友昭（岐阜・
岐南）③山中健生（愛知・名古屋中川）

●小学4年生女子 ①根上真緒（静岡・御殿場西）②大川　涼（愛
知・名古屋中川　③畑中愛琳（三重・四日市南）

●小学5年生男子 ①鳥居直也（愛知・名古屋中川）②高橋邦之
（静岡・沼津）③赤平雄一（静岡・御殿場西）
●小学5年生女子 ①金武紗耶（岐阜・郡上）②大竹杏実（岐阜・
郡上）③瀧本真悠（静岡・青南）

●小学6年生男子 ①鈴木崇玄（静岡・伊東）②日浦　丈（三重・
熊野阿田和）③杉山大知（静岡・御殿場西）

●小学6年生女子 ①瀬戸望都（岐阜・笠松）②佐藤星来（静岡・
西伊豆）③一杉菜々子（静岡・沼津）

●中学1年生男子 ①橋本明典（三重・尾鷲）②木田直希（岐阜・
郡上）③世古幸輝（三重・尾鷲）

●中学1年生女子 ①松本あすか（愛知・名古屋中川）②上地葉月
（三重・紀南）③畑中咲莉衣（三重・四日市南）
●中学2年生男子 ①水口大成（岐阜・郡上）②掃詰開士（三重・
尾鷲）④山田大空（三重・熊野）

●中学2年生女子 ①高橋ひなの（岐阜・郡上）②石丸友梨（静
岡・西伊豆）③伊藤優衣（三重・四日市南）

●中学3年生男子 ①水谷一翔（三重・四日市南）②山下僚也（三
重・四日市南）③白井太地（静岡・沼津）

●中学3年生女子 ①山田香蓮（三重・熊野）②稲津希望（静岡・
細江）③加藤真珠子（岐阜・関）

●高校生男子 ①鈴木雄斗（静岡・浜北）②伊藤直哉（静岡・浜松
開誠）③渡辺拓巳（静岡・御殿場西）

●高校生女子 ①長谷花子（静岡・浜松開誠）②大石紋那（静岡・
浜松開誠）③伊藤玲奈（三重・四日市南）

●一般男子 ①今 壮志（岐阜・北方）②横山拓磨（静岡・駿河）
③安藤郁真（岐阜・加納高校）

●一般女子 ①稲　樹理（静岡・小山）②滝川ひろ美（愛知・名古
屋中川）③藤原由梨（愛知・愛知学院本校）

●男子団体 ①愛知学院大学B ②静岡大学B ③愛知学院大学A
④愛知学院大学歯学部A

●女子団体 ①愛知学院大学A ②三重大学 ③愛知学院大学B
④愛知学院大学歯学部A

●男子団体　①愛知学院大学A ②愛知学院大学B ③静岡大学A
●女子団体　①愛知学院大学B ②愛知学院大学A ③静岡大学A

組　手

形の部

対　抗　戦

形

形

第37回栃木県大会
平成22年5月30日　栃木県足利市民体育館

組　手

第53回東海地区空手道選手権大会
平成22年6月13日　浜松市浜北総合体育館

組　手

第4回東海地区大学・高等専門学校対抗空手道選手権大会
平成22年6月13日　浜松市浜北総合体育館　

組手の部
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「極めだ。極めだ」 と先生はいつも言う。

極めたいがキマラナイ。

「どうしたら極まるんでしょう？」と問うと「話

して分かるのなら俺はいらないなぁ」と笑顔で

応えるのは、私たちが通う泉加茂支部の郷右近

郁夫先生です。

この地で支部を開き30年。子供たちに空手を

教え、自らにも修練を課し経てきた時間。なん

とも地道で気の遠くなる時間です。まさしく「道（タオ）の道」。週2回の支部での稽古

のほか、東北工業大学空手道部監督としての指導。加えて、県事務局長としての活動。

その多忙さは想像に余りあるのだけれど、還暦を過ぎてなお、フットワークが鈍る気配

も感じられません。

季節の節目には、先生を囲み支部の呑み会が催されます。空手談義に華を咲かせた後

は、全員でカラオケ屋さんに直行。先生の十八番は、決まって「蒙古放浪歌」。これを

皆で合唱し散会となるのが泉加茂支部のお決まりのパターン。明日は稽古日。一番乗り

は先生で、子供たちがやって来るのを待っているにちがいありません。そして、体育館

から聞こえてくることでしょう。

「極めだ。極めだ。極めだぁ！」

ってね。

― 20 ―

●七段　半崎靖雄（総本部）、太田欣信（イギリス）、西村和宏
（埼玉）、安里正義（神奈川）、郷右近郁夫（宮城）、谷口孝雄
（石川）
●六段　尾方弘二（総本部）、鈴木道男（宮城）、甘利澄夫（長
野）、百瀬敏昭（長野）、増野耕三（兵庫）、小坂敏博（北海
道）、JASON NAYLOR（オーストラリア）、PROTOPA-
PA PAVLO（南アフリカ）、FERNANDO RIVERA
ROMAN（スペイン）、VALLS EUGENIA（アルゼンチン）、
梶原勉（三重）、ロメロ・サンチェス（埼玉）、ENNIQUE
NAW（ウルグアイ）、CHARLES BECKENSTRATER
（南アフリカ）、JAIME AGLIATI（チリ）、O'REGAN
BARRY（アイルランド）、NANANG KADRIANSYAH
（インドネシア）、山田謙一（北海道）、武藤迪彦（本部）、中
島正実（長崎）、MOHAMED TAHA（エジプト）、松原一
（高知）、舘野公一（茨城）、満田公一郎（石川）、
HOGHOOGHI SHAHROKH（カナダ）

●五段　GERGO FRANCO（アルゼンチン）、JOE MUZZI
Ⅲ（アメリカ）、GREEN T WAGGENER Ⅲ（アメリカ）、
KENT WANG（アメリカ）、甘利千賀子（長野）、加藤清春
（長野）、本間康博（新潟）、IAN IRVINE FORTESCUE
（南アフリカ）、DARRYLL LEIMAN（南アフリカ）、佐竹敏
彦（埼玉）、BUZKOVA EVA（チェコ）、REINALDO
RODRIGUES（ポルトガル）、小出智（長野）、COSTAS
DIAVASTOS（南アフリカ）、JUAN CARMONA LEW-
PIN（スペイン）、岡野良夫（茨城）、WEWENGKANG
TAMARA（ニューデリー）、江連治（茨城）、片岡敬一（東
京）、森保幸治（大分）、GUIZZETTI GIOVANNI（イタリ
ア）、FERRARI GIOVANNI（イタリア）、WEPPLER
CHARISTIAN（ドイツ）、TAKACS FRANK（ドイツ）、
EHRET ASTRID（ドイツ）、HINSCHBERGER PETRA
（ドイツ）、越後谷利則（秋田）
●四段　奥家沙都美（総本部）、志水亮介（総本部）、栗原一晃
（総本部）、山岸広樹（長野）、中野学（長野）、上篠康明（長
野）、DAVIDE BASSI(本部）、早川陽栄（茨城）、GROS
JEAN（フランス）、�浦俊一（千葉）、塩屋聰（東京）、義
澤亜矢子（神奈川）、SALVINA SHARP（カナダ）、
RVB'EN FLORES（エクアドル）、DINU CLAUDIU（ルー
マニア）、迫田英昭（京都）、DILLON ROTHMAN（南アフ
リカ）、HUGO BRIONES PIZARRO（チリ）、DAVID
MULWA（ケニア）、亀井高（東京）、青木麗子（本部）、泉
屋恵（本部）

●参段　木村忠行（宮城）、三浦大輔（宮城）、柴垣源太（大阪）、
富坂泰洋（大阪）、徳野美加子（大阪）、平田忠（大阪）、渡
邊昌明（静岡）、勝亦智香子（静岡）、池田忠志（静岡）、宮
村尚（静岡）、松川嘉宏（静岡）、津山拓平（京都）、村井正
美（京都）、山田小百合（本部）、大星学（岩手）、大澤進
（栃木）、金子真司（北海道）、廣健太郎（三重）、浅井武（静
岡）、BRUCE PIGGOTT（ニュージーランド）、加藤豪（東
京）、今井良（長野）、鷲野弘（長野）、木村真由美（埼玉）、
桑原和男（岡山）、川合義仁（愛知）、那須久功（福岡）、宮
田龍郎（福岡）、吉田政利（福岡）、田邊裕嗣（福岡）、白水
要子（福岡）、森永美樹（大分）、中村明衣子（茨城）、牟田
真也（東京）、鈴木史子（東京）、OLIVER WITTE（東京）、
若林則彦（東京）、津崎拓美（京都）、安藤麻喜子（京都）、
工藤英仁（青森）、中村英樹（千葉）、津幡晃徳（神奈川）、
大野知才枝（岐阜）、岩倉洋子（岐阜）、馬場喜美子（岐阜）、
畑佐嘉彦（岐阜）、山田一彦（富山）

昇 段 者

●29日（日）定期昇級・昇段審査会　総本部道場

●7日（木）～10日（日）
秋季国内外全国合同合宿総本部道場

●24日（日）関東学生会定期リーグ戦　未定

●6日（土）
第10回熟錬者全国空手道選手権大会（予定）未定

●28日（日）定期昇段審査会 総本部道場

●3日（金）研修生入所試験 総本部道場
●22日（水）総本部道場稽古納め　総本部道場
●23日（木）～1月6日（木）冬期休暇

行事予定
8 月

10 月

11 月

12 月
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宮城県・泉加茂支部は、仙台市街から車でおよそ30分。
加茂市民センターの体育館をお借りし活動しています。

★アナタの側にいる個性的な会

員を紹介して下さい！

電子メールは、kara te301 -
06@yahoo.co.jpです。

泉加茂支部・郷右近郁夫先生

郷右近先生は、今年4月の昇段審査にお
いて、七段に昇段されました。仙台で4
月としては三十数年ぶりの積雪を記録し
た日の事でした。
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